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・大掃除はお早めに！年末年始のごみカレンダー

・償却資産（固定資産税）申告をお願いします　ほか

 ■ 特集　南海トラフで起きる巨大地震

津波から逃げる
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｉ



浸水深　【しんすいしん】　
「浸水高」とも呼ばれ、浸水域の地面から水面ま
での高さ（深さ）をいう。これは、洪水や内水氾
濫、津波などによって、市街地や家屋、田畑が
水で覆われる「浸水」の際に、地面から水面まで
の高さ（深さ）を意味する。

GISソフトMAGIS®を用いた

南海トラフ巨大地震による津波浸水図

浸水深凡例と浸水程度の目安

５階以上が浸水する 20.0m 以上

３階以上が浸水する 10.0 ～ 20.0m

２階の屋根以上が浸水する 5.0 ～ 10.0m

２階の軒下まで浸水する 2.0 ～ 5.0m

１階の軒下まで浸水する 1.0 ～ 2.0m

大人の腰までつかる 0.3 ～ 1.0m

大人の膝下までつかる 0.01 ～ 0.3m
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２
０
Ｘ
Ｘ
年
、
冬
の
深
夜
。
自
宅
で
就
寝
中
に
、

南
海
ト
ラ
フ
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
１
の
巨
大
地
震

が
発
生
し
た
。
市
内
で
は
震
度
７
を
観
測
。
部
屋
に

置
か
れ
た
家
具
類
は
凶
器
と
化
す
。
動
く
こ
と
す
ら

で
き
な
い
よ
う
な
激
し
い
揺
れ
に
ほ
ん
ろ
う
さ
れ
た
。

　

地
震
発
生
か
ら
18
分
、
市
内
沿
岸
部
に
津
波
の
第

１
波
が
到
達
す
る
。
そ
の
後
、
繰
り
返
し
押
し
寄
せ

た
津
波
の
高
さ
は
最
大
15
㍍
に
上
っ
た
。

　

国
は
８
月
29
日
、
東
海
沖
か
ら
四
国
沖

の「
南
海
ト
ラ
フ
」沿
い
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
９
ク
ラ
ス
の
巨
大
地
震
が
発
生
し
た
場

合
、
本
県
の
被
害
は
九
州
最
大
規
模
と
な

り
、
死
者
数
は
最
大
４
万
２
千
人
に
上
る

と
の
被
害
想
定
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

冬
の
深
夜
に
震
度
７
の
地
震
が
起
き
、

四
国
沖
か
ら
日
向
灘
に
か
け
て
大
津
波
が

発
生
し
た
と
い
う
最
悪
の
ケ
ー
ス
を
想
定
。

　

こ
れ
に
よ
る
と
東
日
本
大
震
災
の
死
者
・

行
方
不
明
者
お
よ
そ
1
万
9
千
人
の
2
倍

を
超
え
る
と
い
う
衝
撃
的
な
数
値
で
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
今
回
の「
最
大
ク
ラ
ス
の
津

波
」に
よ
る
被
害
想
定
を
ど
の
よ
う
に
受
け

止
め
る
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

次
に
発
生
す
る
地
震
・
津
波
が
、
今
回

示
さ
れ
た「
最
大
ク
ラ
ス
」で
あ
る
と
い
う

も
の
で
は
な
い
に
し
ろ
、
東
日
本
大
震
災

の
教
訓
か
ら
、
命
を
守
る
こ
と
を
最
優
先

と
し
て
、
日
ご
ろ
か
ら
こ
の
最
大
ク
ラ
ス

の
津
波
へ
備
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

過
度
に
心
配
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
今
回
の「
最
大
ク
ラ
ス
」で
予
想
さ
れ

る
津
波
の
高
さ
や
到
達
時
間
が
、
実
際
に

避
難
す
る
に
あ
た
っ
て
厳
し
い
も
の
で
あ

る
か
ら
と
い
っ
て
、
避
難
を
は
じ
め
か
ら

あ
き
ら
め
る
こ
と
だ
け
は
、
最
も
避
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

な
ぜ
な
ら
、
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
に
比

べ
て
規
模
の
小
さ
い
津
波
が
発
生
す
る
可

能
性
が
高
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
避
難
を

あ
き
ら
め
る
こ
と
で
、
助
か
る
命
を
落
と

し
か
ね
な
い
か
ら
で
す
。

　

今
回
の
想
定
は
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん

で
き
た
避
難
訓
練
な
ど
が
無
意
味
に
な
る

も
の
で
は
な
く
、
条
件
が
厳
し
く
な
っ
た

と
受
け
止
め
、「
非
常
に
大
き
な
津
波
が
起

こ
り
う
る
と
い
う
こ
と
」を
念
頭
に
置
い

て
、「
強
い
揺
れ
が
、
長
く
続
い
た
ら
逃
げ

る
」と
い
う
こ
と
を
一
人
ひ
と
り
が
し
っ
か

り
と
認
識
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

あ
え
て
言
え
ば
、「
正
し
く
恐
れ
て
ほ
し

い
」と
い
う
こ
と
で
す
。

　

今
月
の
特
集
は「
津
波
か
ら
逃
げ
る
」。

「
自
助
・
共
助
・
公
助
」が
融
合
し
た
、
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
紹
介
し
ま
す
。

■ 特集　南海トラフで起きる巨大地震

ＴＳＵＮＡＭＩ
災害が起きたと想定して机上で想
像力をはたらかせながら、その時
の対応やそのための備えを考えて
いく災害図上訓練 (DIG) の様子▶

（11月15日、曽根公民館）

津
波 

か
ら
逃
げ
る
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日
知
屋
東
小
学
校
屋
上
に
避
難
ス
ペ
ー
ス

　

標
高
が
低
く
、
学
校
の
近
く
に
高
台
な

ど
の
避
難
場
所
が
な
い
日
知
屋
東
小
学
校

に
、
津
波
が
来
襲
し
た
と
き
屋
上
に
避
難

す
る
屋
外
避
難
階
段
と
、
手
す
り
付
き
屋

上
ス
ペ
ー
ス
が
10
月
５
日
、
完
成
し
ま
し

た
。
屋
上
の
高
さ
は
約
15
㍍
で
、
お
よ
そ

１
５
０
０
人
ま
で
収
容
可
能
。
津
波
警
報

発
令
時
に
は
地
域
住
民
に
も
開
放
さ
れ
ま

す
。
現
在
、
標
高
が
低
く
、
学
校
の
近
く

に
高
台
な
ど
の
避
難
場
所
が
な
い
財
光
寺

南
小
学
校
、
日
知
屋
小
学
校
に
も
整
備
が

検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
速
道
路
そ
ば
に
避
難
ス
ペ
ー
ス

　

東
九
州
自
動
車
道
を
管
理
す
る
Ｎ
Ｅ
Ｘ

Ｃ
Ｏ
西
日
本
九
州
支
社
と
市
は
、
日
向
工

業
高
校
西
側
を
通
る
同
自
動
車
道
建
設
区

域
の
一
部
を
、
緊
急
一
時
避
難
場
所
と
し

て
活
用
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

周
辺
の
学
校
や
地
域
住
民
ら
２
０
０
０

人
程
度
の
一
時
避
難
を
想
定
。
完
成
は
平

成
25
年
度
中
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

　自分の家族の生命や財
産を守るためには、日ごろ
から市民一人ひとりの十
分な備えが大切です。
　しかし、個人の力には限

界があり、大きな災害に一人で立ち向かうこと
は困難です。このようなときに、となり近所の
人たちが集まって、協力して助け合う組織が必
要です。これが私たち「自主防災会」です。
　市内には、これまでに79の区において自主
防災会が結成され、12月1日には向洋台地区
に80番目となる自主防災会が結成されました。
　地域の自主防災会は、それぞれ年間を通じて
避難訓練や災害図上訓練（DIG）などを実施し、
地域住民の防災意識の高揚に努めています。
　しかし、避難訓練などへの参加者が少ないこ
ともあるようで、不参加の皆さんや自治会（区）
に加入していない世帯の皆さんが、災害時の避
難経路や避難場所を認識していないのでない
かと心配しています。
　いざ災害が発生したときに、このようなこと
が原因となり、混乱を招き大惨事になることも
予想されます。たくさんの皆さんに積極的に訓
練などに参加してもらい、また自治会（区）にも
加入していただきたいと思います。
　自治会（区）の活動と自主防災会の活動は共
通する部分も多いことから、継続的に活発な活
動をすることで地域の皆さんの自主防災会活
動に対する認識も変わってくると思いますし、

「絆（きずな）」や「連帯意識」も醸成されてくる
はずです。大人ががんばれば、子どももがんば
ります。次代を担う子どもたちに、より安全で
安心できる環境を残していくことは、私たち大
人の務めではないでしょうか。
　自主防災会連絡協議会は、これからも未結成
地区での自主防災会の早期結成や、大字地区で
の合同防災訓練、さらには防災士の育成などに
も取り組みながら、できる限り防災・減災に向
けた活動に努めていきたいと思います。

i n t e r v i e w

日向市
自主防災会連絡協議会

会長　黒木 勇
いさむ

 さん

（74歳・中堀町）

「共助」の精神で

一時避難場所が設置される日向工業高校西
側の東九州自動車道建設地。一時避難場所
として、海抜20㍍以上の広場を２か所整備。
連絡通路として、法面に階段を設置する。

自
分
の
行
動
範
囲
を
把
握

　

こ
の
図（
詳
細
３
㌻
）は
、
国
が
公
表
し

た
南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
に
よ
る
浸
水

深
の
地
図
で
、
津
波
を
引
き
起
こ
す
津
波

断
層
モ
デ
ル
と
し
て
示
さ
れ
た
ケ
ー
ス
の

う
ち
、
県
内
の
合
計
浸
水
面
積
が
最
も
大

き
い
と
さ
れ
る
ケ
ー
ス
⑤
の
想
定
を
用
い

て
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
も
の
で
す
。 

津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
改
訂

　

市
は
現
在
、
今
回
の「
最
大
ク
ラ
ス
の
津

波
」に
よ
る
被
害
想
定
や
こ
の
津
波
浸
水

図
、
ま
た
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に
、
緊

急
的
に
行
う
地
震
・
津
波
対
策
と
し
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
に「
少
し
で
も
早
く
、
少
し

で
も
高
い
所
」へ
避
難
す
る
際
に
役
立
て
て

も
ら
お
う
と
、
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

改
訂
作
業
中
で
す
。

　

詳
細
地
図
に
よ
る
津
波
浸
水
想
定
区
域

や
、
避
難
場
所
、
避
難
の
判
断
に
役
立
つ

情
報
を
盛
り
込

ん
で
、
今
年
度
末
ま
で
に

自
治
会（
区
）を
通
じ
て
全
世
帯
に
配
布
、

ま
た
市
の
公
共
機
関
な
ど
へ
備
え
置
く
予

定
で
す
。
あ
な
た
の
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ

や
、
勤
務
先
、
学
校
な
ど
の
最
寄
り
の
避

難
場
所
、
避
難
経
路
な
ど
を
事
前
に
確
認

し
、
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
今
回
掲
載
し
た
津
波
浸
水
図
は
、

今
後
変
更
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

あ
く
ま
で
目
安
と
し
て
く
だ
さ
い
。

市
内
２
６
７
か
所
に
海
抜
を
表
示

　

市
は
市
民
の
皆
さ
ん
に
自
分
が
生
活
す

る
地
域
の
海
抜
を
日
ご
ろ
か
ら
意
識
し
て

も
ら
い
、
津
波
災
害
に
対
す
る
警
戒
と
防

災
意
識
を
高
め
て
も
ら
お
う
と
、
市
内

１
１
１
か
所
の
九
電
柱
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
柱
に
海

抜
表
示
板
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

設
置
区
域
は
、
国
道
10
号
よ
り
東
側
、

塩
見
川
よ
り
北
側
の
沿
岸
部
を
通
る
主
要

幹
線
道
路
で
す
。

　

津
波
の
高
さ
を
表
し
た
も
の
で
は
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
点
の
海
抜
を
表
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
公
民
館
や
公
共
施
設
な
ど

１
５
６
か
所
に
も
設
置
し
て
い
ま
す
。

と
に
か
く
、
高
台
へ

　

津
波
か
ら
避
難
す
る
際
の
大
原
則
は「
ま

ず
、
高
台
へ
逃
げ
る
」で
す
。
地
震
情
報
や

津
波
情
報
を
正
し
く
入
手
し
、
速
や
か
に

徒
歩
で
高
台
へ
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　　

近
く
に
高
台
が
見
つ
か
ら
な
い
、
身
体

の
具
合
に
よ
り
高
台
へ
の
避
難
が
難
し
い

な
ど
の
理
由
で
間
に
合
わ
な
い
場
合
は
、

近
く
に
高
く
て
丈
夫
そ
う
な
建
物
が
な
い

か
探
し
て
く
だ
さ
い
。

津
波
避
難
ビ
ル
の
指
定

　

津
波
に
よ
る
人
的
被
害
を
回
避
す
る
た

め
に
、
市
は
自
治
会（
区
）や
自
主
防
災
会

と
連
携
し
て
ビ
ル
所
有
者
な
ど
と
協
定
を

締
結
し
、
緊
急
一
時
退
避
場
所
と
な
る「
津

波
避
難
ビ
ル
」の
指
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
第
１
号
と
し
て
日
知
屋
古

田
町
に
新
築
移
転
し
た
社
会
医
療
法
人
泉

和
会「
千
代
田
病
院
」と
協
定
を
交
わ
し
ま

し
た
。
同
病
院
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
６

階
建
て
で
、
お
よ
そ
５
０
０
人
が
一
時
避

難
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
後
、
津
波
避
難
ビ
ル
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
沿
っ
て
、
避
難
候
補
建
築
物
の
所
有
者
、

管
理
者
の
皆
さ
ん
に
協
力
の
要
請
を
し
て

い
き
ま
す
。

強
い
揺
れ
が

起
き
た
ら逃

げ
る

津波避難ビル第１号に指定された
社会医療法人泉和会千代田病院

海抜表示板

津波避難ビル表示

屋上避難スペースには合わせて1500人を
収容。同校の全校児童数685人の倍以上の
収容面積を確保。階段は大人数が短時間で
移動することも想定し幅1.8㍍。階段と運
動場周辺には夜間用の照明も設置してある。
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Ｒ
Ｅ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ

　　

私
が
南
三
陸
町
へ
派
遣
さ
れ
た
の
は
、

震
災
か
ら
１
年
余
り
が
過
ぎ
た
今
年
４
月
、

雪
の
舞
う
寒
い
日
で
し
た
。

　

ガ
レ
キ
は
一
か
所
に
集
め
ら
れ
て
い
た

も
の
の
、
被
災
し
た
宅
地
や
道
路
の
段
差

や
陥
没
は
震
災
後
の
ま
ま
。
あ
ま
り
の
状

況
に
カ
メ
ラ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
す
こ
と

も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

最
大
17
㍍
の
津
波
に
襲
わ
れ
、
町
内
の

7
割
以
上
の
家
屋
が
全
半
壊
、
約
８
５
０

人
も
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
た
南
三
陸
町
。

　

そ
の
多
く
の
人
た
ち
が
犠
牲
と
な
っ
た

場
所
は
沿
岸
か
ら
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
に

あ
り
、
昭
和
35
年
の
チ
リ
津
波
で
は
、
被

害
を
う
け
な
か
っ
た
地
区
で
す
。
今
回
の

津
波
が
深
夜
に
襲
来
し
て
い
た
ら
、
想
像

を
超
え
る
結
果
に
な
っ
て
い
た
こ
と
は
言

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

現
在
は
、
家
の
基
礎
解
体
が
進
み
、
町

の
面
影
さ
え
無
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
中
、
町
の
中
心
地
で
職
員
を
含
む
42
人

が
犠
牲
と
な
っ
た
南
三
陸
町
防
災
対
策
庁

舎
に
は
、
今
も
た
く
さ
ん
の
観
光
バ
ス
や

県
外
か
ら
の
車
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

町
は
、
こ
の
悲
劇
を
教
訓
に「
津
波
が
来

た
ら
高
台
へ
」を
基
本
と
し
て
、
命
を
守
る

こ
と
を
最
優
先
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

被
災
地
だ
け
で
な
く
、
太
平
洋
側
の
沿
岸

市
町
村
す
べ
て
に
言
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

１
日
で
も
早
い
復
興
を
成
し
遂
げ
る
た

め
、
町
で
は
町
民
の
生
活
再
建
と
水
産
業

を
は
じ
め
と
し
た
産
業
再
生
を
最
重
要
課

題
と
位
置
づ
け
、
震
災
復
興
計
画
を
策
定
。

　

私
は
市
街
地
に
あ
っ
た
住
宅
地
を
高
台

に
移
し
、
低
地
部
の
ま
ち
づ
く
り
の
業
務

に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

町
の
将
来
に
係
る
大
切
な
業
務
で
あ
る

こ
と
か
ら
町
民
の
皆
さ
ん
の
関
心
も
高
く
、

説
明
会
や
個
別
相
談
会
を
幾
度
と
な
く
開

き
な
が
ら
、
的
確
な
情
報
と
復
興
状
況
を

お
知
ら
せ
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
将
来
の

不
安
を
感
じ
さ
せ
ぬ
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　

慣
れ
な
い
土
地
で
の
業
務
、
日
々
変
わ

る
情
報
に
不
安
や
戸
惑
い
を
感
じ
る
こ
と

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
そ
ん
な
時
に

南
三
陸
町
長
の
言
葉
を
思
い
出
し
ま
す
。

　
「
と
も
に
前
へ
」。
こ
の
言
葉
に
、
私
た

ち
は
一
人
で
復
興
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、

町
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
復
興
に
歩
ん
で

い
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
、
多
く
の
派
遣
職

員
が
勇
気
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

い
ま
思
え
ば
、
そ
の
時
感
じ
て
い
た
以

上
に
、
深
く
重
い
言
葉
で
あ
っ
た
と
実
感

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
町

民
の
皆
さ
ん
も
常
に
前
向
き
で
、
私
た
ち

が
励
ま
さ
れ
感
謝
す
る
こ
と
も
た
く
さ
ん

あ
り
、
そ
の
姿
勢
に
背
中
を
押
さ
れ
る
思

い
で
復
興
業
務
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

被
災
地
の
復
興
に
は
、
長
い
月
日
が
か

か
り
ま
す
。
１
日
で
も
早
い
東
北
の
復
興

を
願
う
者
の
一
人
と
し
て
、
微
力
な
が
ら

支
援
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　日向市の齊藤さんをはじめ、
九州４県６市から8人、全国を
あわせると62人の職員派遣をい
ただいています。今回は、その
お礼に伺いました。私たちのま
ちは生活再建と産業再生、そし
て職・住分離など、ある意味、
遷都をやっているようなもの。
　これまで経験したことのない
ゼロからのまちづくりは時間がかかり大変です。さらに津
波で役場も壊滅し、書類も全部無くなりました。このこと
が復旧の大きな妨げにもなっています。
　最近、関東以南では「東北は復興が完了したと思っている
のではないか」というくらい関心が薄れていように感じる時
があり残念です。震災から１年7か月。この間、皆さんにた
くさんの支援をいただき、心から感謝を申し上げます。
　復興に向けた取り組みは、まだまだ始まったばかりです。
　これからも、私たち被災地のほうに目を向けて、少しで
も関心を持っていただければありがたいと思います。

1 津波が押し寄せる南三陸町の住宅地 2震災後１
か月経過した時の様子。写真左に防災対策庁舎／
南三陸町提供　3 防災対策庁舎近くで復興業務に
あたる齊藤技師 「

と
も
に
前
へ
」。

　

市
は
今
年
４
月
か
ら
来
年
３
月
ま
で
の

１
年
間
、
市
街
地
整
備
課
の
齊
藤
岳
彦
技

師（
37
歳
）を
宮
城
県
南
三
陸
町
へ
派
遣
し

て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
各
自
治
体

で
は
市
街
地
再
生
の
取
り
組
み
が
本
格
化

す
る
な
か
、
復
興
事
業
に
携
わ
る
専
門
的

な
知
識
を
持
っ
た
技
術
職
員
が
大
幅
に
不

足
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
人
的
支
援
し
て

い
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
10
月
24
日
に
は
、
宮
城
県
南
三

陸
町
の
佐
藤
仁
町
長
ら
が
来
市
。
市
長
を

表
敬
し
、
こ
れ
ま
で
の
支
援
に
感
謝
を
述

べ
、
今
後
の
支
援
継
続
を
要
請
し
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
被
災
地
か
ら
の
報
告

宮城県南三陸町 佐藤 仁
じん

 町長

南三陸町役場
復興事業推進課
齊藤 岳彦 （日向市派遣職員）

　

　泉大津市と日向市、八興運輸
㈱は、地震や津波などの大規模
災害発生時に大型貨物船を活用
して、迅速な救援活動や物資の
輸送などを行って助け合おうと、３者による災
害応援協定を結んでいます。
　また、自治体間での広域連携や、想定を超え
る事態への対応をより強化するために、泉大津
市と日向市は、他17自治体とともに「市町村広
域災害ネットワーク災害時相互応援に関する
協定」にも参加しています。
　このようなことから今回、日向市防災推進課
と日向市消防本部に研修のために訪れました。
　11日間にわたる研修期間中、避難訓練や災
害図上訓練 (DIG) などに参加させてもらいま
したが、日向市民の皆さんの、防災に対する意
識が高いことに驚かされました。
　この研修を通じて、日向市のさまざまな業務
を担う担当者の皆さんと、顔の見える関係を築
くことができました。いざという時には、お互
いに連絡を密にし、迅速な対応で皆さんのお役
に立てればと思います。

i n t e r v i e w

大阪府泉大津市消防本部
消防士長　福田 順一 さん

心から支援に感謝 i n t e r v i e w

相互に迅速対応を

南三陸町復興イメージキャラクター
ぼくオクトパス君。南三陸の志津川湾
で平和に暮らしていたけど、ある日津
波で流されてしまったんでチュー。ぼ
くを拾ってくれた学生が机に置くと（オ
クト）試験にパスしたことから、みんなぼ

くに合格を祈るようになったんでチュー。ぼ
くをなでてくれると恩返しをするでチュー。
みんなよろしくでチュー
南三陸復興ダコの会 http://ms-octopus.jp/
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日向市ー泉大津市で、週２便往復する八興
運輸株式会社の RORO 船「はっこう21」



正
し
い
情
報
の
入
手
を

　

市
は
緊
急
時
、
広
報
車
、
同
報
系
防
災

行
政
無
線
の
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー（
市
内
一

部
）や
オ
フ
ト
ー
ク
通
信（
東
郷
域
）に
よ
る

広
報
、
ま
た
自
主
防
災
会（
自
治
会
）や
消

防
団
を
通
じ
て
、
さ
ら
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
で
市
民
の
皆
さ
ん

へ
の
情
報
伝
達
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
６
万
を
超
え
る
市
民
に
一
斉

に
情
報
を
伝
え
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

　

そ
こ
で
市
は
、
一
つ
の
広
報
手
段
と
し

て「
宮
崎
県
防
災
・
防
犯
情
報
メ
ー
ル
サ
ー

ビ
ス
」を
利
用
し
て
、
防
災
情
報
な
ど
を

メ
ー
ル
で
配
信
し
て
い
ま
す
。

　

気
象
庁
発
表
の
気
象
情
報（
注
意
報
・
警

報
）、
地
震
情
報
、
津
波
情
報
、
台
風
情

報
、
火
山
情
報
、
さ
ら
に
市
か
ら
は
避
難

勧
告
・
指
示
の
発
令
、
ま
た
火
災
や
防
犯

な
ど
、
あ
な
た
の
身
に
迫
る
危
険
を
い
ち

早
く
メ
ー
ル
で
配
信
し
ま
す
。

　

ま
た
県
が
口
蹄
疫
な
ど
の
家
畜
伝
染
病

発
生
情
報
な
ど
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
受
信
す
る
内
容
は
、
利
用
者
の

希
望
で
選
択
で
き
、
市
町
村
単
位
、
ま
た

は
警
戒
レ
ベ
ル
の
設
定
も
可
能
で
す
。

　

ぜ
ひ
登
録
し
て
常
に
最
新
の
情
報
を
入

手
し
、
迫
り
く
る
災
害
な
ど
に
自
ら
備
え
、

大
切
な
家
族
や
身
近
な
人
た
ち
の
安
全
を

守
る
た
め
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
防
災
推
進
課
防
災
推
進
係

（
☎
内
線
２
２
２
２
）

迫
る
危
険
を
い
ち
早
く

防
災
メ
ー
ル
で
携
帯
へ

fastalarm.jp

宮崎県防災・防犯情報メール登録方法

▶パソコンからは

　 　https://www.fastalarm.jp/miyazaki/

▶携帯電話・スマートフォ

ンからは、右のコードを

読み取ると簡単に登録す

ることができます。なお、

迷惑メール対策などでド

メイン指定受信を設定しているときは、　

　　　　　　　　　を指定してください。

　市は、今回の最大クラスの津
波による被害想定や東日本大震
災を教訓に、現在、日向市地域
防災計画を見直していますが、
基本となるのは「自助」、一人ひ
とりが自分の身の安全を守り、
自分が無事であることです。
　日ごろから災害に備え、自分

の家の安全対策をしておくこと、家の外で地震や津波など
に遭遇したときの身の守り方を知っておくことが、災害か
ら生き延びるために最も重要です。
　東北地方には「津波てんでんこ」＝津波が来たら他人にか
まわず、それぞれに必死に逃げよという言葉があります。
　とにかく津波が来たら一刻も早く高台に逃げること、そ
して日ごろから防災に対する備えの意識を常に持っておく
ことが大切です。
　市は、防災拠点施設や避難場所、避難路などを計画的に
整備し地域の防災力の向上に努めてまいりますが、改めて
自ら身を守る「自助」の取り組み、さらには高齢者など災害
時要援護者に対する支援など、自主防災会を中心とした「共
助」に取り組んでいただきますようお願いいたします。

日向市長　黒木 健二

災害に強いまちにm e s s a g e

一
人
ひ
と
り
の
防
災
対
策

　

家
の
中
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
、

日
ご
ろ
か
ら
家
具
の
配
置
を
見
直
し
、
倒

れ
そ
う
な
家
具
を
固
定
し
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。
さ
ら
に
緊
急
地
震
速
報
を
活
用
す

る
な
ど
、
地
震
が
発
生
し
た
と
き
の
身
の

守
り
方
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
停
止
に
備
え

て
、
日
ご
ろ
か
ら
飲
料
水
や
非
常
食
な
ど

を
備
蓄
し
、
避
難
生
活
に
必
要
な
も
の
を

詰
め
た
非
常
用
持
ち
出
し
袋
を
用
意
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

平
成
21
年
４
月
に「
地
方
公
共
団
体
の
財

政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律（
以
下
、
健

全
化
法
）」が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
地
方
公
共
団
体
は「
健

全
化
判
断
比
率
」お
よ
び「
資
金
不
足
比

率
」を
、
監
査
委
員
の
審
査
を
受
け
て
議

会
に
報
告
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
公
表
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
２
つ
の
比
率
は
、
地
方
公
共
団
体

の
財
政
状
況
を
明
ら
か
に
し
、
早
期
改
善

を
促
す
た
め
に
算
定
す
る
も
の
で
、
い
ず

れ
か
の
比
率
が
基
準
以
上
と
な
っ
た
団
体

は
、
財
政
健
全
化
計
画
や
財
政
再
生
計
画

の
策
定
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

健
全
化
判
断
比
率
と
は

　
健
全
化
法
に
定
め
て
い
る
財
政
指
標
の

こ
と
で
、
次
の
４
つ
が
あ
り
ま
す
。

①
実
質
赤
字
比
率　
普
通
会
計
の
赤
字
額

が
標
準
財
政
規
模
に
占
め
る
割
合
で
す
。

こ
の
比
率
が
高
い
ほ
ど
、
財
政
状
況
が
厳

し
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。　

②
連
結
実
質
赤
字
比
率　
す
べ
て
の
会
計

の
赤
字
額
と
黒
字
額
を
合
算
し
た
、
市
全

体
の
赤
字
額
が
標
準
財
政
規
模
に
占
め
る

割
合
で
す
。
こ
の
比
率
が
高
い
ほ
ど
、
市

全
体
で
合
算
し
た
場
合
の
財
政
状
況
が
厳

各比率は、いずれも基準値を下回る－。

◉資金不足比率

特別会計名 資金不足比率 経営健全化
基準平成22年度 平成23年度

水道事業会計 － －

20.0%

病院事業会計 － －
細島東部
住環境整備事業
特別会計

－ －

簡易水道事業
特別会計 － －
下水道事業
特別会計 － －
農業集落排水
事業特別会計 － －
※「－」は、資金不足額がないことを表しています。

◉健全化判断比率

区　分
健全化判断比率 早期健全化

基 準
財政再生

基 準平成2１年度 平成22年度
a　

平成23年度
b　

増 減
（a－b）

①実質赤字比率 － － － 12.75% 20.0%

②連結実質赤字比率 － － － 17.75% 30.0%

③実質公債費比率 15.4% 15.2% 14.8% △ 0.4 25.0% 35.0%

④将来負担比率 139.3% 123.6% 113.9% △ 9.7 350.0%
※各指標とも早期健全化基準値を下回り、かつ改善傾向にあります。
　「－」は、実質赤字比率または連結実質赤字比率がないことを表しています。

し
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

③
実
質
公
債
費
比
率　
普
通
会
計
が
負
担

す
る
公
債
費（
借
金
の
支
払
い
）が
標
準
財

政
規
模
に
占
め
る
割
合
で
す
。

　
償
還
開
始（
借
金
を
返
し
始
め
る
）時
期

で
大
き
く
変
化
す
る
た
め
、
過
去
３
年
間

の
平
均
値
を
と
り
ま
す
。
こ
の
比
率
が
高

い
ほ
ど
、
財
政
の
弾
力
性
が
低
下
し
、
財

政
状
況
が
厳
し
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

④
将
来
負
担
比
率

　
普
通
会
計
が
将
来
に
お
い
て
返
済
や
支

払
い
が
必
要
と
な
る
金
額（
実
質
的
な
負

債
）の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
割
合
で

す
。
こ
の
比
率
が
高
い
ほ
ど
、
将
来
の
負

担
額
が
多
く
、
今
後
の
財
政
運
営
が
圧
迫

さ
れ
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

資
金
不
足
比
率
と
は

　
公
営
企
業
会
計
の
経
営
状
況
を
、
料
金

収
入
に
対
す
る
資
金
不
足
の
規
模
で
表
し

た
も
の
で
す
。
こ
の
比
率
が
高
い
ほ
ど
、

公
営
企
業
の
経
営
に
問
題
が
あ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

平
成
23
年
度
決
算
に
基
づ
く

各
比
率
の
状
況

　
市
の
平
成
23
年
度
決
算
に
基
づ
き
算
定

さ
れ
た
各
比
率
は
、
い
ず
れ
も
基
準
値
を

下
回
っ
て
い
ま
す
。

「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」に
基
づ
く

健
全
化
判
断
・
資
金
不
足
比
率
を
公
表

用
語
解
説

標
準
財
政
規
模　

市
税
や
地
方
交
付
税
な
ど
地
方

公
共
団
体
が
自
由
に
使
え
る
財
源
の
規
模
で
す
。

早
期
健
全
化
基
準　

４
指
標
の
い
ず
れ
か
が
こ
の

基
準
値
を
超
え
た
地
方
公
共
団
体
は
、
財
政
健
全

化
団
体
と
し
て
、
財
政
の
健
全
化
の
た
め
厳
し
い

財
政
運
営
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

財
政
再
生
基
準　

４
指
標
の
い
ず
れ
か
が
こ
の
基

準
値
を
超
え
た
地
方
公
共
団
体
は
、
財
政
再
生
団

体
と
し
て
国
な
ど
の
管
理
下
に
置
か
れ
、
増
税
や

歳
出
削
減
に
よ
り
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
す
る
可

能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

問
財
政
課
健
全
化
推
進
係

　
（
☎
内
線
２
３
２
３
）
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事業のために用いている構築物、機械、備品など －。

用
紙
を
印
刷
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◉
申
告
期
限　
平
成
25
年
１
月
31
日
㈭

　
市
は
、
償
却
資
産
の
申
告
が
必
要
な
人

や
、
申
告
し
た
資
産
状
況
な
ど
を
随
時
調

査
し
て
い
ま
す
。
申
告
期
間
終
了
後
に
も

該
当
者
に
連
絡
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
資
産
税
係（
☎
内
線
２
１
１
４
）

　

償
却
資
産
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
毎
年

１
月
１
日
現
在
の
償
却
資
産
の
状
況
を
、

地
方
税
法
第
３
８
３
条
の
規
定
に
よ
り
、

１
月
31
日
ま
で
に
申
告
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
償
却
資
産
と
は
会
社
や
個
人
で
事※

業
を

営
ん
で
い
る
人
が
所
有
す
る
資
産
で
、
事

業
の
た
め
に
用
い
て
い
る
構
築
物
、
機
械

お
よ
び
備
品
な
ど
の
有
形
固
定
資
産
を
い

い
、
土
地
や
家
屋
と
同
じ
よ
う
に
固
定
資

産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
無
形
資
産（
鉱
業
権
や
漁
業

権
、
特
許
権
な
ど
）や
自
動
車
税
、
軽
自

動
車
税
の
課
税
対
象
と
な
る
も
の
は
除
か

れ
、
ま
た
申
告
資
産
に
よ
っ
て
は
、
特
例

の
か
か
る
資
産
も
あ
り
ま
す
。

※
事
業
と
は
、
農
林
水
産
業
、
ア
パ
ー
ト

経
営
、
自
宅
内
で
の
製
造
加
工
業
な
ど
も

含
ま
れ
ま
す
。

◉
償
却
資
産
の
申
告
が
必
要
な
人　
平
成

25
年
１
月
１
日
現
在
、
日
向
市
内
に
事
業

用
資
産
を
所
有
し
て
い
る
人

◉
申
告
方
法　
該
当
者
に
は
、
申
告
書
を

12
月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、
記
入
し

て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
提
出
す

る
際
は
、
直
近
の
減
価
償
却
明
細
書
を
添

付
す
る
よ
う
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
告

投資詐欺が手口を変えて、高齢者を狙っています －。
　

最
近
全
国
で
、
高
齢
者
を
狙
っ
た「
買

え
買
え
詐
欺
」と
い
う
新
し
い
手
口
が
急

増
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
手
口
の
例
を
簡
単
に
説
明
す
る

と
、
ま
ず
最
初
に
、
Ａ
社
か
ら
自
宅
に
封

書
で
投
資
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
郵

送
さ
れ
て
き
ま
す
。
し
ば
ら
く
す
る
と
、

別
の
Ｂ
社
か
ら
電
話
が
か
か
っ
て
き
て

「
お
宅
へ
○
○
色
の
封
書
が
届
い
て
い
ま

せ
ん
か
」な
ど
と
聞
い
て
き
ま
す
。

　
「
届
い
て
い
ま
す
よ
」な
ど
と
答
え
る

と
、
そ
の
業
者
は「
封
書
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
は
、Ａ
社
の
と
て
も
儲
か
る
投
資
話
で
、

選
ば
れ
た
あ
な
た
し
か
契
約
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
当
Ｂ
社
が
買
い
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
が
、
買
え
な
い
の
で
困
っ
て

い
ま
す
。
協
力
し
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た

の
名
前
で
契
約
し
て
も
ら
え
ば
、
上
乗
せ

し
て
現
金
で
お
返
し
し
ま
す
」な
ど
と
言

葉
巧
み
に
契
約
を
促
し
ま
す
。

　

そ
れ
を
聞
い
た
高
齢
者
は「
名
前
を
貸

す
だ
け
で
儲
か
る
な
ん
て
。
し
ば
ら
く
お

金
を
貸
す
だ
け
だ
」と
思
い
、
Ａ
社
に
お

金
を
渡
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
Ａ
社
、
Ｂ
社
と
も
に
連
絡
が

取
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
権
利
証
券
も

ど
き
だ
け
が
手
元
に
残
っ
て
し
ま
う
と
い

う
詐
欺
の
手
口
で
す
。

「
買
え
買
え
詐
欺
」の
特
徴

　
共
通
す
る
の
は
、
立
場
の
違
う
複
数
の

人
が
入
れ
替
わ
り
立
ち
代
わ
り
勧
誘
す
る

「
劇
場
型
勧
誘
」の
手
口
。
さ
ら
に
、
最
近

話
題
と
な
っ
て
い
る
も
の
や
、
高
齢
者
が

興
味
や
関
心
を
持
ち
そ
う
な
事
業
が
投
資

対
象
に
な
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

　
ま
た
、銀
行
口
座
へ
の
入
金
で
は
な
く
、

メ
ー
ル
便
で
現
金
を
送
ら
せ
る
こ
と
が
多

く
、
現
金
で
は
な
く「
書
籍
、
書
類
」な
ど

の
名
目
で
送
る
よ
う
指
示
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
場
合
、
現
金
を
送
っ
た
証
拠
が
何

も
な
い
の
で
、
返
金
は
見
込
め
ま
せ
ん
。

消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

①
勧
誘
の
電
話
は「
わ
か
り
ま
せ
ん
、
も

う
勧
誘
し
な
い
で
く
だ
さ
い
」な
ど
は
っ

き
り
と
こ
と
わ
る
こ
と
。

②
自
分
が
持
っ
て
い
な
い
金
融
商
品
や
権

利
に
つ
い
て
、
買
い
取
る
か
ら
利
益
に
な

る
な
ど
と
、
他
者
と
契
約
さ
せ
よ
う
と
す

る
話
に
は
絶
対
に
耳
を
貸
さ
な
い
こ
と
。 

③
ま
わ
り
の
人
も
高
齢
者
が
ト
ラ
ブ
ル
に

遭
っ
て
い
な
い
か
気
を
配
る
こ
と
。

④
し
つ
こ
い
勧
誘
を
受
け
た
り
、
怪
し
い

儲
け
話
を
持
ち
か
け
ら
れ
た
り
し
た
ら
、

す
ぐ
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
を
。

問
日
向
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
☎
55
・
９
１
１
１

「
買
え
買
え
詐
欺
」に
注
意
。
よ
り
巧
妙
で
悪
質
に

償
却
資
産（
固
定
資
産
税
）申
告
を
お
願
い
し
ま
す

hyugacity.jp

まちの動き
市 政

Spot

構築物
構築物 路面舗装（駐車場など）、側溝、緑化施設、そのほか土

地に定着した土木設備、看板など

建物附属設備 借店舗・借事務所（テナント）などに施した造作費、受
変電設備、屋外給排水設備など

機械および装置 土木建設機械、印刷機器、製造設備、クリーニング設
備、農業用機械など

船舶 漁船、しゅんせつ船、遊魚船など
航空機 飛行機、ヘリコプターなど

車両及び運搬具 構内運搬車、特殊自動車（ラフタークレーンなど）その
ほか自動車税、軽自動車税の課税客体とならないもの

工具器具および備品 冷蔵庫、陳列ケース、パソコン、音響機器、エアコン
そのほか什器設備など

◉資産種類ごとの主な償却資産

 2012.12 　1011　 2012.12

　年末は、例年各家庭から大量のごみが出されます。
市は、次のとおり年末年始の特別収集を実施します。
早めの大掃除で早めのごみの排出にご協力をお願いします。
 					     問環境整備課業務係　☎53・2256

年末年始のごみ・し尿収集・資源回収・持ち込みカレンダー

12月
December　2012

1月
January　2013

23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 ２ ３ ４ 5
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

燃やせる・燃やせないごみ収集
環境整備課 ☎53・2256

× × ○ 第４水曜
日地区
燃やせ

ないごみ

○ ○ × ○ × × × × ○ 第１水曜
日地区
燃やせ

ないごみ
火・金
コース

月・木
コース

火・金
コース

月・木
コース

火・金
コース

資源回収
環境整備課 ☎53・2256 × ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ×
プラスチック製容器包装回収
環境整備課 ☎53・2256 × ○ ○ × ○ ○ × × × × × × ○ ×
清掃センターへの持ち込み
午前８時30分から正午、午後１時から４
時まで。☎53・3401

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎
正午
まで

× × × ○ ×

ひゅうがリサイクルセンターへの
持ち込み　午前８時30分から正午、午
後１時から４時まで。☎55・0055

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○

し尿収集
日向衛生公社
☎54・5111 × × ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ×
都農衛生公社
☎0983・25・0149 × × ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ×

◎12月31日㈪の清掃センターへの持ち込みは、正午までです。１月４日㈮からは、通常どおり受入れます。
　ごみ収集・資源回収については、 1月 4日㈮からは、通常どおり収集します。
　１月５日㈯は、第1水曜日地区の燃やせないごみを収集します。

大掃除はお早めに！年末年始のごみカレンダー

白　浜

牧島山

細島工業港

細島商業港

細島支所

旧カーフェリーターミナル

日知屋

富　高

平岩

幸脇

美々津

塩見大橋

財
光
寺
駅

南
日
向
駅

財
　

光
　

寺

小倉ヶ浜有料道路

道の駅

櫛の山公園

細島

大王谷運動公園

米の山

港の森公園

妙
国
寺

幡　浦

環

環

塩
見
川

国
道
10
号

お
倉
ヶ
浜

Ｊ
Ｒ
日
向
市
駅

日知屋公民館中央公民館

●南日向コミュニティセンター

御鉾ヶ浦公園

日向サンパーク

日向市役所
文化交流センター

★花

★ぽ ぽ ぽ

発行:日向現代彫刻展実行委員会　2006.9

●

●大王谷コミュニティ
　　センター

●◎
●

ひゅうが
リサイクルセンター

●

清掃センター

●
新開公園

●

市民の皆さんへお願い　年末は両施設ともに、ごみの直接持ち込みが多く、施設内や付近の道路が大変混雑し
ます。大掃除は余裕を持って早めに済ませ、早めのごみ持ち込みをお願いします。

◉受け入れ内容
ひゅうがリサイクルセンター
　燃やせないごみ・粗大ごみ、資源物「古
紙・缶・びん・ペットボトル・プラス
チック製容器包装（発泡トレイを含む）・
古布類」
清掃センター　燃やせるごみ、古紙類

※きちんと分別して
持ち込んでください。



▲

人がまちをつくる
Human

Human人がまちをつくる

市
の
文
化
の
向
上
、
発
展
に

特
に
功
績
が
顕
著
な
人
に

対
し
て
贈
ら
れ
る
日
向
市
文
化
賞
。

　
今
年
は
芸
術
部
門
で
黒
木
伊
知
緒

さ
ん（
78
歳
・
平
岩
）が
受
賞
し
た
。

　

独
学
で
短
歌
の
世
界
を
切
り
開

き
、
若
干
31
歳
に
し
て「
日
向
い
さ

り
火
短
歌
会
」の
会
長
に
就
任
。
現

在
に
至
る
ま
で
46
年
間
に
わ
た
っ
て

本
市
の
短
歌
界
を
牽
引
し
て
き
た
。

黒
木
さ
ん
の
歌
は
と
て
も
趣
が
あ
る

と
い
い
、
こ
れ
ま
で
に
数
々
の
賞
を

受
賞
。
そ
の
一
つ
は
美
郷
町
西
郷
区

に
あ
る
石
峠
レ
イ
ク
ラ
ン
ド
の
歌
碑

に
刻
ま
れ
、
地
域
の
人
た
ち
に
親
し

ま
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

ま
た
、
日
向
牧
水
顕
彰
会（
現
＝

日
向
市
東
郷
町
牧
水
顕
彰
会
）の
設

立
や
、
市
内
に
あ
る
牧
水
歌
碑
の
建

立
に
奔
走
す
る
な
ど
、
本
市
出
身
の

歌
人
若
山
牧
水
の
顕
彰
活
動
に
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

た
く
さ
ん
の
市
民
が
集
う「
日
向

市
民
観
月
会
」で
は
平
成
15
年
か
ら

現
在
ま
で
実
行
委
員
長
を
務
め
、
市

を
代
表
す
る
文
化
行
事
の
一
つ
に
成

長
さ
せ
る
な
ど
、
市
の
芸
術
文
化
の

振
興
に
寄
与
す
る
ば
か
り
で
な
く
、

地
域
振
興
に
も
大
き
く
貢
献
し
た
。

　
11
月
３
日
に
あ
っ
た
授
賞
式
で
黒

木
さ
ん
は「
五
十
余
年
、
休
ま
ず
続

け
て
来
た
こ
と
が
今
回
の
受
賞
に
つ

な
が
っ
た
の
だ
ろ
う
。
長
い
間
一
緒

に
短
歌
の
勉
強
を
続
け
て
来
た
先

輩
、
同
僚
な
ど
多
く
の
方
々
の
力
添

え
に
よ
る
も
の
」と
謝
辞
を
述
べ
た
。

　
「
短
歌
は
自
分
の
心
を
素
直
に
表

現
す
る
文
学
。『
五
、七
、五
、七
、七
』

の
定
型
リ
ズ
ム
は
古
く
か
ら
日
本
人

の
心
に
浸
透
し
、
誰
に
で
も
作
れ
親

し
め
る
文
学
と
言
え
る
。
今
日
の
受

賞
を
契
機
に
、
さ
ら
な
る
精
進
を
重

ね
た
い
」と
黒
木
さ
ん
。
受
賞
の
よ

ろ
こ
び
を
短
歌
に
込
め
た
。

平
成
24
年
度
日
向
市
文
化
賞
に
黒
木
伊い
ち
お
知
緒
さ
ん

「
五
、七
、五
、七
、七
」の
調
べ
に
魅
せ
ら
れ
て
︱
。

先
月
、
上
町
保
育
所
の
園
児
た
ち

と
一
緒
に
、
か
ど
が
わ
温
泉
心

の
杜
に
あ
る
広
場
へ
遠
足
に
い
き
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
感
銘
を
受
け
た
こ
と
に

つ
い
て
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

園
児
の
皆
さ
ん
と
遊
具
で
楽
し
く
遊

ん
だ
後
、
芝
生
の
上
で
一
緒
に
お
弁
当

を
食
べ
な
が
ら
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
が
食
べ
て
い
る
お
弁
当
を

見
て
み
る
と
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
と

れ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
ア
ニ
メ
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
が
念
入
り
に
作
ら

れ
て
い
る
も
の
ば
か
り
で
し
た
。「
日
本

の
お
母
さ
ん
た
ち
は
と
て
も
器
用
だ
な

ぁ
」と
本
当
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　

日
本
の
お
弁
当
は
、
弁
当
箱
に
料
理

が
肉
、
野
菜
、
ご
飯
、
漬
物
な
ど
、
き

ち
ん
と
分
け
て
整
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
比
べ
、
カ
ナ
ダ
の
お
弁
当
は
、

弁
当
箱
に
サ
ラ
ン
ラ
ッ
プ
で
包
ん
だ
ハ

ム
・
チ
ー
ズ
の
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
や
ジ
ッ

パ
付
き
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
た
野
菜
、

切
っ
て
い
な
い
ま
ま
の
リ
ン
ゴ
や
バ
ナ

ナ
を
入
れ
る
と
い
う
よ
う
な
簡
単
な
感

じ
の
も
の
が
多
い
で
す
。

　

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
弁
当
を
と
て
も
お
い

し
そ
う
に
食
べ
て
い
る
園
児
た
ち
を
見

る
と
、
と
て
も
幸
せ
な
気
持
ち
に
な
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
カ
ナ
ダ
に
い
る
お

母
さ
ん
の
手
料
理
が
、
無
性
に
食
べ
た

く
な
り
ま
し
た
。

ア
ー
ル
の
日
向
見
聞
録
第二十二話

国
際
交
流
員

「ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
キ
ャ
ラ
弁
に
感
動
」　

の
巻

文 : カナダから来た第10代日向市国際交流員
アール　アミーン　ザッカ（25）

まちかど
フリートーク

い ろいろな発見に驚き、目を丸くして
よろこぶ子どもたちの笑顔。たくさ

んの笑い声にパワーをもらいながら、毎
日、楽しい時間を過ごしています。富高
日向台にある社会福祉法人ひなた会日向
台保育園はこのたび、不動寺に移転新築。

「日向なないろ保育園」に名称変更します。

　

ケーブルメディアワイワイ　営業部

橋口　俊
としのり

則 さん
（日知屋：35歳）

両 親の故郷、日向で暮らして早７年。
仕事で知り合った人にすすめられ

始めたサーフィンに、いまではすっかり
夢中です。当社が提供するケーブルテレ
ビは基本51チャンネル。インターネット
や電話、緊急地震速報などのサービスも
ありますよ。いつでも説明に伺います。

～ 外遊びを大切に～　「 日向なないろ保育園」に変わります   

　～ 身近な地域情報を発信中 ～  「日向チャンネル122」

日向台保育園

寺原　友
ゆ り え

里恵 さん
（財光寺）

このコーナーでは、取材先などで出会った「まちのひと」たちの声を紹介します。

ケーブルメディアワイワイ 　
問い合わせは ☎0800・123・8181（無料）へ。

▲市文化交流センター小ホールで11
月17日㈯にあった、地元芸人が集う
お笑いライブに出演。大勢の観客の
前で、得意のダンスを披露しました。

た
ゆ
み
な
く
短う

た歌
を
続
け
て
け
ふ
の
日
の

吾
に
す
ぎ
た
る
賞
賜
り
ぬ

た
ゆ
み
な
く
短
歌
を
続
け
て
け
ふ
の
日
の

吾
に
す
ぎ
た
る
賞
賜
り
ぬ

黒
木
伊
知
緒

 2012.12 　1213　 2012.12



Hyuga Timesまちの話題

　

諸
塚
村
で
は
１
月
末
か
ら
２
月
中

旬
に
か
け
て
３
つ
の
地
区
で
神
楽
が

奉
納
さ
れ
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
神
楽
宿
に
は
神み

こ

や
高
屋

が
建
て
ら
れ
、
神
社
か
ら
八
百
万
の

神
々
を
迎
え
る
舞
い
入
れ
も
見
応
え

が
あ
り
ま
す
。
夜
を
徹
し
て
舞
わ
れ

る
勇
壮
な
神
楽
は
神
秘
的
で
す
。

　

ふ
る
ま
わ
れ
る
お
神
酒
と
神
楽
料

理
、
幻
想
的
な
神
楽
を
鑑
賞
、
そ
し

て
地
元
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
を
楽
し

ん
で
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

戸と
し
た下

神
楽　

１
月
26
日
㈯
午
後
１
時

ご
ろ
か
ら
翌
27
日
㈰
正
午
ご
ろ
ま
で
。

荒あ
ら
た
に谷

地
区
戸
下
集
会
所
で
。

南み
な
み
が
わ川
神
楽　

２
月
２
日
㈯
午
後
１
時

ご
ろ
か
ら
翌
３
日
㈰
正
午
ご
ろ
ま
で
。

南
川
地
区
中
尾
で
。

恵え

ご後
の
崎
神
楽　

２
月
10
日
㈰
午
後

３
時
ご
ろ
か
ら
午
前
０
時
ご
ろ
ま
で
。

松
の
平
地
区
恵
後
の
崎
で
。

問
諸
塚
村
観
光
協
会
☎
65
・
０
１
７
８

　
勇
壮
で
神
秘
的
な

諸
塚
の
夜
神
楽

 2012.12 　1415　 2012.12

　

今
年
で
９
回
目
を
迎
え
、
す
っ
か
り
秋
の
恒

例
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た「
ま
ち
な
か
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

２
０
１
２
」が
10
月
28
日
、
駅
交
流
広
場
周
辺

で
開
か
れ
ま
し
た
。
ま
ち
な
か
に
は
、
一
日
限

り
の「
パ
ン
プ
キ
ン
共
和
国
」が
出
現
。
お
よ
そ

１
万
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

入
国
す
る
子
ど
も
た
ち
は
、
お
化
け
や
三
角

帽
子
の
魔
女
、
海
賊
な
ど
思
い
思
い
の
衣
装
で

仮
装
。
共
和
国
の
通
貨「
バ
ン
プ
」を
手
に
、
イ

ベ
ン
ト
や
バ
ザ
ー
に
繰
り
出
し
ま
し
た
。

　

お
菓
子
を
集
め
て
回
る「
お
ば
け
ツ
ア
ー
」に

は
３
０
０
人
が
参
加
。「
お
菓
子
を
く
れ
な
き
ゃ
、

い
た
ず
ら
す
る
ぞ
」と
元
気
よ
く
呪
文
を
唱
え
な

が
ら
、
商
店
な
ど
に
出
向
い
て
お
菓
子
を
も
ら

っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
ほ
う
き
を
装
飾
す
る
腕
前
を
競
い

あ
う「
魔
法
の
ほ
う
き
」コ
ン
テ
ス
ト
を
初
め
て

開
催
。
自
由
な
発
想
で
装
飾
さ
れ
た
個
性
的
な

ほ
う
き
が
た
く
さ
ん
登
場
し
、
会
場
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
仮
装
コ
ン
テ
ス
ト「
パ
ン
コ
レ

２
０
１
２
」が
開
か
れ
27
組
が
参
加
。
大
人
か
ら

子
ど
も
ま
で
、
自
作
の
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
な
ど
に

よ
る
仮
装
を
披
露
し
、
観
客
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　

駅
前
を
サ
ー
キ
ッ
ト
場
に
見
立
て
た
、
三
輪

車
レ
ー
ス
な
ど
も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。　

ま
ち
な
か
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

２
０
１
２

駅前交流広場で11月３日・４
日、開かれた「農商工連携産業
合同フェスタ」。第31回日向
市産業・商業まつりは今年も
農業まつり、技能まつりと合
同開催。地場産品の販売やア
ユのつかみ取り、餅まきなど
がありたくさんの来場者でに
ぎわいました。なかでも全国
和牛能力共進会２連覇を果た
した「日本一の宮崎牛」を試食、
格安で販売するコーナーには
長蛇の列ができていました。

う
ま
い
！ 

秋
の
味
覚
！ 

ひ
む
か
の
収
穫
祭
！

産業合同フェスタにぎわう

ロボットセミナー in 日向が11
月10日・11日、日向地区中小
企業技能センターであり、小
中学生12人が参加。製作に取
り組んだのはボールを追跡し
たり、障害物をよけて走った
りする自律・自走型のサッカ
ーロボット。市販キットを使
って、組立から簡単なプログ
ラミングなどに挑戦しました。
セミナー終盤、悪戦苦闘しな
がらもロボットがスムーズに
動くと、歓声が上がりました。

基
礎
か
ら
実
演
ま
で
。
ロ
ボ
ッ
ト
セ
ミ
ナ
ー
in
日
向　

ものづくりの楽しさを学ぶ

細島商業港で10月20日、第５
回日向市民ふるさと花火大会
が開かれました。午後７時過
ぎに大きな音とともに最初の
花火が打ち上げられると、市
内外から訪れた大勢の観客か
ら大きな歓声があがりました。
幻想的な光と音の競演は約一
時間。天候にも恵まれ、海上
に浮かべた台船から打ち上
げる水中花火を含めたおよそ
５千５百発が、秋の日向の夜
空を色鮮やかに彩りました。

第
５
回
市
民
ふ
る
さ
と
花
火
大
会
が
盛
大
に

ふるさとの絆をつなぐ光の輪

2012.10-11　Hyuga Times

森林のもつ多面的機能や、森
林整備の必要性を学んでもら
おうと10月26日、㈳宮崎県林
業公社が寺迫小学校５年生を
対象に「森林の学習」を開催。
寺迫の山林で、耳川広域森林
組合など関係者の指導を受け
ながらスギの間伐や枝打ちを
体験しました。高さ15㍍ほど
のスギを次々に切り倒し、歓
声を上げる児童。市内の原木
市場や木材加工施設も見学し、
森林の大切さを学びました。

森
林
の
い
ろ
い
ろ
な
働
き
と
役
割
を
学
ぶ

寺迫小児童が「森
も り

林の学習」

100万人のキャンドルナイト
「ひゅうがの灯り2012」が11
月10日、駅前交流広場で開
かれました。今年で４回目。
廃油やペットボトルで作られ
た4000個のキャンドルが幻
想的に点灯。なかには「WE 
LOVE 日向」の文字、観光大
使「ひょう助」の姿なども。抽
選会やミニライブなどもあ
り、たくさんの市民がやさし
い灯りの中で、ゆっくりとし
た時間を楽しんでいました。

癒
し
の
灯
し
火
。
エ
コ
キ
ャ
ン
ド
ル
４
０
０
０
灯

ひゅうがの灯り2012

TOPICS

「
道
の
駅
と
う
ご
う
」で
、
秋
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト

2012牧水の里秋まつりは11月
４日、道の駅とうごうイベン
ト広場で。地元獲れの新鮮な
農産物などがテントに並び、
たくさんの人が買い求めてい
ました。特設ステージではダ
ンスなどの発表や日ごろの生
涯学習の成果の披露などもあ
り、たくさんの来場者でにぎ
わいました。写真は大工野一
座の日本昔ばなし「浦島太郎」。
環境問題を考える寸劇に会場
は大きな笑いに包まれました。

牧水の里秋祭りにぎわう

オ バ ケ や 魔 法 使 い が、 ま ち な か を 占 拠 



                  

小さな笑顔は未来の力 みんなで育てよう"ひゅうがっ子”

〜
親
子
で「
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
」〜

12
月
の
お
は
な
し
会

◉
場
所　
市
立
図
書
館

◉
乳
幼
児
向
け（
毎
週
木
曜
日
）

６
日
、
13
日
、
20
日
、
27
日
の
午
前

10
時
30
分
か
ら
10
時
50
分
ま
で
。

◉
幼
児
向
け（
毎
週
水
曜
日
）

5
日
、
12
日
、
19
日
、
26
日
の
午
後

３
時
30
分
か
ら
４
時
ま
で
。

◉
小
学
生
向
け（
毎
週
土
曜
日
）

８
日
、
15
日
の
午
前
11
時
か
ら
11
時

30
分
ま
で
。

〜
み
ん
な
お
い
で
よ
〜

ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会

12
月
22
日
㈯
、
午
前
11
時
か
ら
11
時

45
分
ま
で
。

子
ど
も
映
画
上
映
会

◉
12
月
９
日
㈰　
午
前
10
時
30
分
～

「
と
し
が
み
さ
ま
」「
す
り
ば
ち
を
な

め
た
猫
」「
お
お
か
み
と
七
ひ
き
の

こ
や
ぎ
」「
バ
ラ
モ
ン
と
ト
ラ
と
ジ

ャ
ッ
カ
ル
」の
４
本
。
合
計
上
映
時

間
は
60
分
程
度
。

ブックスタート展開中

本に親しみ、こころすこやかに
問市立図書館 ☎54・1919（春原町１–47）
　 http://www.lib.city.hyuga.miyazaki.jp
◉開館日および時間
　火曜～金曜日＝午前９時～午後６時30分	
　土、日、祝日＝午前９時～午後５時	
◉12月の休館日（１日と毎週月曜日は休館）
１日 ３日 10日 17日 24日　28日～ 31日
12月28日㈮～１月３日㈭は年末年始のため休館

Let`s support child raising together in our community.

おすすめの本　〜 Recommended Books 〜

日向市「子育て応援宣言」

ファーディのクリスマス

ク リスマス・イブの日。
ファーディは、ウサ

ギたちが引越したことを思
い出しました。サンタさん
が、まよわずウサギの家
にいけるように、ファー
ディは枝で矢印を作るこ
とにして、さっそくウサ
ギの家を目指しますが…。

ジュリア・ローリンソン／さく　理論社

ノーベル賞の科学　化学賞編

1 世紀あまりの歴史を
刻むノーベル賞。情

熱と努力、そして執念によ
って最大の栄誉を手にした
受賞者の人間的素顔に迫
り、その研究内容を解き明
かす。化学賞編は、プリゴ
ジン以降30年余の受賞者
から20人を取り上げる。

矢沢サイエンスオフィス／編著　技術評論社

南極海ダイナミクスをめぐる地球の不思議

地 球環境の未来は南極
海が握っている ! 地

球の生命維持装置ともいえ
る深層水の循環の仕組みや
役割について、その循環の
スタート位置のひとつであ
る南極海にスポットを当て
て解説する。

青木茂／著
シーアンドアール研究所

◉日時 12月８日㈯、午後１時か
ら４時まで、市総合福祉センター

（富高207‒３）で。修理は無料です
が、部品・材料代は自己負担です。
問同事務局 ☎66・0570（高橋）

こわれたおもちゃを修理✚
おもちゃ病院ひゅうが

　
病
後
児
保
育
と
は
、
病
気
回
復
期

で
保
育
所
や
幼
稚
園
、
小
学
校
で
の

集
団
保
育
や
家
庭
で
の
保
育
が
困
難

な
子
ど
も
を
一
時
的
に
預
か
り
、
保

護
者
の
子
育
て
と
就
労
の
両
立
を
支

援
す
る
制
度
で
す
。

　
慣
れ
な
い
環
境
の
中
で
子
ど
も
た

ち
が
少
し
で
も
安
心
し
て
過
ご
せ
る

よ
う
、
保
育
園
の
専
用
ス
ペ
ー
ス
で

専
任
職
員
が
看
護
や
保
育
を
し
ま

す
。

◉
利
用
対
象　
市
内
に
居
住
お
よ
び

市
の
認
可
保
育
所
に
通
っ
て
い
る
0

歳（
3
か
月
以
上
）か
ら
小
学
校
3
年

生
ま
で
の
子
ど
も
で
、
医
師
が
病
後

児
保
育
が
適
当
と
認
め
た
子
ど
も
。

◉
病
後
児
保
育
を
す
る
保
育
園

▼
ひ
よ
こ
保
育
園（
財
光
寺
）

　
☎
54
・
５
５
０
８

▼
日
知
屋
保
育
園（
江
良
）

　
☎
50
・
３
５
３
３

◉
利
用
定
員　
1
日 

＝
6
人

◉
利
用
で
き
る
時
間　
午
前
7
時
30

分
か
ら
午
後
6
時
30
分（
各
保
育
園

の
保
育
日
に
限
る
）

◉
利
用
日
数　
連
続
し
て
7
日
以
内

◉
利
用
方
法　
事
前
に
各
保
育
園
に

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
こ
ど
も
課
保
育
係

（
☎
内
線
２
１
６
４
）

保
育
園
の「
病
後
児
保
育
」制
度
を
紹
介
し
ま
す

☜携帯電話で撮影した写真を、左のＱＲコードでらくらく送信。誕生日の記念に、お子さんのかわいいい写真を投稿してみませんか？　
◉掲載対象＝今月1・2・3歳の誕生日を迎えた乳幼児。◉投稿方法＝Eメール（携帯含む）。子どもの氏名（ふりがな）・住所・年齢、保護者
の連絡先、および30文字程度のコメントを記載して、デジタルカメラや携帯電話などで撮影した高画質写真を添付して送信してください。
※投稿多数の場合、掲載できない場合もあります。◉送信宛先　　public@hyugacity.jp　問総務課秘書広報係（内線☎2235）

読者投稿コーナー　  1.2.3

Happy Birthday
誕生日おめでとう

携帯電話から送信も

江藤 栞
か ん な

奈 ちゃん
１さい（原町）

1歳おめでとう☆おもし
ろかんちゃん♪これから
も元気におっきくなぁれ。

中谷 瑠
る な
那 ちゃん

２さい（細島）
しっかりもののるな！
弟のお世話もお願いね
(̂ )̂v

本宮 迅
じん

 ちゃん
２さい（財光寺）

祝２歳♪ これからも元
気で優しい男の子でいて
ね。じんくん大すき♡

おまる・トイレで、おしっこ・うんこ

初めてのトイレットトレーニングの進め方とポイント

日
向
市
東
臼
杵
郡
医
師
会

テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス

☎
53
・
１
２
１
４ 

http://hyuga-ishikai.jp/

※
予
告
な
く
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
受
診
前
に
、
必
ず
各
医
療
機

関
に
電
話
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

日
曜
・
祝
日
な
ど
の
在
宅
医

川崎 琴
こ と ね

心 ちゃん
１さい（南町）

誕生日おめでとう。
お兄ちゃんとなかよく元
気に育ってね。

 三浦 湊
そ う し

士 ちゃん
１さい（浜町）

お誕生日おめでと～☆
強くやさしく元気に成長
してね♪

広域連携による小児科医の日曜・祝日などの在宅当番医

12月２日
（第１日曜日）

大王谷こどもクリニック
（日向市亀崎西２―155―１） ☎0982・50・2000

12月９日
（第２日曜日）

桜ヶ丘ファミリークリニック
（延岡市夏田町414―１） ☎0982・28・2280

12月16日
（第３日曜日）

松崎医院
（延岡市昭和町１―11―１） ☎0982・21・0001

12月23日
（天皇誕生日）

藤本内科小児科医院
（延岡市日の出町１―21―１） ☎0982・34・6195

12月24日
（振替休日）

おきしま小児科
（延岡市大貫町４―1338―１） ☎0982・33・0222

12月30日
（第５日曜日）

ほうしやまこどもクリニック
（延岡市船倉町１―１―７） ☎0982・21・6551

①小児科の診療時間は、午前９時から午後６時までです。
②当番医は変更になる場合もありますので、受診前に必ず電話で確認してください。

と声掛けしてあげましょう。
　オムツがぬれることが少な
くなったら、次はトレーニン
グパンツに切り替えましょう。
　たとえ失敗しても「今度はお
母さんにおしえてね」と声掛け
し、清潔にしてあげましょう。
　おむつを取った後、１か月
ほどは腰回りが涼しくなって、
おしっこが近くなり、失敗が
多くなります。この時に、早
すぎたと思ってすぐオムツに
戻さないで、しばらく様子を
見てあげましょう。
うんちトレーニング
　うんちは、食事の回数が決
まってくると、でる時間もほ
ぼ決まってくるので、頃合い
を見計っておまる・トイレに

　オムツが外れるためには、
①子どもが排泄した後に教え
る ②排泄する前に教える ③
おしっこをがまんできるとい
う発達の段階が必要です。
おしっこトレーニング
　まずは、おしっこの間隔を
知り、おまる・トイレに座ら
せてみましょう。子どもが座
るのを嫌がるときは、途中で
止めても構いません。
　オムツではおしっこを目で
見ることができませんから、
おまるでおしっこをしたら、
子どもにおしっこを見せて「シ
ーでたね」とおしっこがでたこ
とを伝えます。おまるでしな
いで床などにした場合も、「シ
ーでたね」、「よかったね」など

座らせましょう。
　「うーん」と掛け声をして条
件づけていきます。うんちは
回数が少なくいきむので早く
意識できるようです。
　子どもがいきんだらおまる
に座らせますが、冷たいおま
るや「まだだしたら駄目よ」な
どと言うとでなくなりますよ。
トレーニングのポイント
　子どもが、上手に歩いて片
言が話せるようになる、おし
っことおしっこの間隔があい
てくるようになってから始め
ることが大切です。
　またトレーニング中は、決
して叱らないでください。そ
して、うまくいったらほめて
あげることがポイントです。

問こども課子育て支援係（☎内線2196）

日向市初期救急診療所 　北町２‒10
　平日の夜間、急な病気やケガの治療が必要
な人のための診療所です。診療対象は小学生
以上です。ただし、小学生は受診する前に電
話（☎50・1000）してください。
◉診療時間　平日の夜間、午後７時30分から
午後９時30分まで（受付＝午後７時15分から）。
◉診療科　内科・外科

延岡市夜間急病センター　
延岡市出北６‒1621（延岡市医師会病院となり）
　小児の夜間の急な病気やケガに対して、延
岡・日向地区の小児科医が協力して、治療に
あたっています。
◉診療時間　午後７時30分から午後11時まで。
◉診療科　内科・小児科（毎日）、外科（月～金）
☎0982・21・9999

◉利用料および対象者
利用対象者 利用料

市内の認可保育園に 
入園中の子ども

無　料 
※給食費として 

500円 / 日

上記
以外の
子ども

０歳から２歳 2,000円 / 日 
（300円 / 時間）

３歳から９歳 
（小学校３年生）

1,500円 / 日 
（200円 / 時間）

利用者の声

初 めて病後児保育を利用し
たのは子どもが6か月のこ

ろでした。子どもが小さいとよ
く熱を出し、実家も遠く、仕事
もなかなか休めません。毎日フ
ルタイムで働く親にとっては悩
みの種です。保育園の病後児室
では、体温や排せつ、食事、睡眠、
部屋の設定温度など、事細かく
チェックして報告してくれます。
安心して職場にいけるのもそう
いった配慮があるからだと思い
ます。子どもが病気になると不
安やイライラが積もりがちです
が、病後児室の先生方のサポー
トがあるからこそ、親も『笑顔』
で職場にいけるのでしょうね。
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郷
土
の
文
化
財
�　
古
事
記
編
さ
ん
１
３
０
０
年　
　

記
紀
と
民
間
伝
承

f o o d

w a l k

今
年
は
古
事
記
編
さ
ん
１
３
０
０
年

を
記
念
し
て
、
県
内
各
地
で
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
ま
し
た
。
本
市

で
も「
神
武
東
征
」を
テ
ー
マ
に
講
演
会
や
ミ

ニ
ツ
ア
ー
、
そ
し
て
美
々
津
伝
統
の「
お
き

よ
祭
り
」も
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
さ
て
、
前
号
で
も
書
き
ま
し
た
が
、
東
郷

町
福
瀬
神
社
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
本
市
の
内

陸
部
を
景
行
天
皇
と
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
ノ
ミ
コ

ト
が
親
子
二
代
に
わ
た
り
熊
襲
征
圧
の
た
め

に
通
ら
れ
、
出
口
地
区
の
稲
荷
神
社
に
は
神

秘
的
な「
岩
金
様
」の
巨
石
群
が
所
在
し
て
い

ま
す
。

　
そ
の
後
、景
行
天
皇
は
東
郷
地
区
の
福
瀬
、

広
瀬
、
日
田
尾
、
そ
し
て
美
々
津
地
区
の
田

ノ
原
で
は
石
神
山
に
登
り
、
周
囲
を
眺
望
さ

れ
た
後
に
都
農
神
社
方
面
へ
向
わ
れ
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
実
は
、
幕
末
の
富
高
陣
屋
の
記
録
に
は
意

外
な
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ

る
と
、
神
代
の
こ
ろ
に
高
天
が
原
か
ら
高
千

穂
峰
に
降
臨
さ
れ
た
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
が
日

知
屋
の
櫛
ノ
山
か
ら「
頓
丘（
ひ
た
お
）」を
通

り
、
尾
鈴
山
の
麓
ま
で
出
ら
れ
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
そ
う
、
福
瀬
地
区
の「
日
田
尾
」

は
、
そ
の
神
話
に
因
む
地
名
な
の
で
す
。

　
し
か
も「
頓
丘
」の
こ
と
は
、「
古
事
記
」の

編
さ
ん
か
ら
８
年
後
の
養
老
４
年（
７
２
０
）

に
編
集
さ
れ
た
最
古
の
勅
撰
の
歴
史
書「
日

本
書
紀
」に
、
天
か
ら
降
り
て
き
た
ば
か
り

の
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
が
通
ら
れ
た
場
所
と
し

て
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
宮
崎
県
は「
神
話
の
国
」と
言
わ
れ
、
全
国

的
に
も
古
墳
の
多
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
各
地

に
古
事
記
や
日
本
書
紀
に
関
す
る
神
話
伝
説

も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
が
暮
ら
す
日
向
市
は
、
海
岸
部
に

神
武
東
征
の
伝
説
が
あ
り
、
内
陸
部
に
は
景

行
天
皇
と
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
ノ
ミ
コ
ト
の
伝
説

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
歴
史
に
彩
り
を
添
え
る
そ
う
し
た
神
話
伝

承
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
私
た
ち

の
特
権
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

田ノ原の石神山にある巨石群

問文化スポーツ課文化財・文化振興係（☎内線6231）

歴史探訪

 2012.12 　1819　 2012.12

道駅食楽日向サンパーク「12月のイベント情報」

忘
・
新
年
会
は
お
舟
出
の
湯
で
会
席
料
理
、

２
０
１
２
年
の
年
越
し
は「
牧
水
そ
ば
」で

忘・新年会予約受付中
おまかせ会席料理
2500円から（写真は、3000円）

◉お舟出の湯　レストラン潮音
　☎56・3800

「
お
ま
か
せ
会
席
」は
5
名
さ
ま
か
ら

の
団
体
向
け
で
、
季
節
の
食
材

を
使
っ
た
充
実
し
た
料
理
に
、
入
浴
サ
ー
ビ

ス
。
料
理
長
の
お
す
す
め
で
す
。
10
名
さ
ま

以
上
の
利
用
で
バ
ス
無
料
送
迎
も
。
年
末
年

始
の
忘
・
新
年
会
は
、
サ
ン
パ
ー
ク
温
泉
で

ゆ
っ
く
り
と
お
く
つ
ろ
ぎ
く
だ
さ
い
。

◉お舟出の湯の営業時間　午前10時から午後10時まで。
◉12月の休館日　３日㈪　17日㈪　31日㈪
日向サンパーク温泉お舟出の湯 ☎56・3800
◉定期寄席　12月８日㈯、午後１時から。
前売券販売中（12月限定）　11枚綴り4000円
　入浴やレストラン、道の駅「日向」でも利用できるお得
な前売券です。この機会に、ぜひお買い求めください。
イルミネーション点灯式 　８日㈯、午後５時30分から。
初日の出営業　平成25年元日は、早朝６時より営業。

「お舟出とくトクカレンダー」
　  市ホームページからも簡単アクセス！
　　http://ww2.wainet.ne.jp/~sunpark/
☜携帯電話からはＱＲコードで！

f o o d

健康一番

hea l th

　

市
は
現
在
、
40
歳
か
ら
75
歳
未
満
の

日
向
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
近
年
、
増
え
続
け
て
い
る
心

臓
病
、
脳
卒
中
、
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣

病
の
原
因
と
言
わ
れ
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）を
早
期
に
発

見
し
、
予
防
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　
健
診
で
病
気
の
予
兆
を
発
見
し
て
、
生
活

を
改
善
す
れ
ば
生
活
習
慣
病
は
防
げ
ま
す
。

　
特
定
健
診
を
受
診
し
た
人
の
中
で
、
全
く

異
常
が
な
か
っ
た
人
は
約
２
割
。
知
ら
な
い

う
ち
に
、
あ
な
た
の
体
も
生
活
習
慣
病
予
備

軍
に
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

特
定
健
診
の
受
診
状
況
は
？

　
平
成
23
年
度
の
日
向
市
国
民
健
康
保
険
加

入
者
の
特
定
健
診
に
お
け
る
受
診
状
況
を
み

る
と
、
受
診
者
数
は
２
、７
２
５
人
で
受
診

率
は
22
・
８
㌫
で
し
た
。
健
診
結
果
は
内
臓

脂
肪
症
候
群
該
当
者
が
３
８
４
人
で
14
・
１

㌫
、
内
臓
脂
肪
症
候
群
予
備
軍
者
３
８
２

人
で
14
・
0
㌫
、
特
定
保
健
指
導
対
象
者

３
９
５
人
で
14
・
５
㌫
の
割
合
で
し
た
。

　
特
定
保
健
指
導
対
象
者
の
う
ち
、保
健
師
、

管
理
栄
養
士
の
サ
ポ
ー
ト
と
と
も
に
、
普
段

の
生
活
を
見
直
し
、
改
善
へ
向
け
て
努
力
し

た
人
は
１
５
９
人
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に

特
定
保
健
指
導
で
は
、
生
活
を
改
善
す
る
き

っ
か
け
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
生
活
の
こ
と
だ
け
を
考
え
る
と
、

生
活
習
慣
を
改
善
す
る
こ
と
は
ち
ょ
っ
と
面

倒
な
感
じ
も
し
ま
す
が
、
長
い
目
で
見
れ
ば

と
て
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　
受
診
者
が
増
え
、
予
防
可
能
な
病
気
で
倒

れ
る
人
た
ち
が
、
1
人
で
も
少
な
く
な
る
よ

う
に
、
ま
ず
は
健
診
を
受
け
て
自
分
の
健
康

状
態
を
知
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

　
平
成
24
年
度
の
日
向
市
国
保
特
定
健
診
の

実
施
期
間
は
、
12
月
28
日
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
だ
健
診
が
済
ん
で
な
い
人
は
、
ぜ

ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
き
い
き
健
康
課
健
康
づ
く
り
係

（
☎
内
線
２
１
１
１
）

病
気
に
な
っ
て
か
ら
で
は
遅
い

特
定
健
診
で
年
１
度
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を

地球共生

ecology

　　

使
い
切
っ
て
穴
を
あ
け
、
正
し
く
持
ち
出
し
て
い
ま
す
か
？

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
・
ス
プ
レ
ー
缶
は
資
源
物

市
は
、
今
年
の
４
月
か
ら「
カ
セ
ッ
ト

ボ
ン
ベ
・
ス
プ
レ
ー
缶
」を
燃
や
せ

な
い
ご
み
か
ら
資
源
物
に
変
更
し
、
資
源
物

の
日
に
回
収
し
て
い
ま
す
。

　

す
で
に
世
帯
に
配
布
し
て
い
る「
日
向
市

家
庭
ご
み
分
別
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」や
回
覧
板

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
再
度
、

対
象
と
な
る
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
・
ス
プ
レ
ー

缶
な
ど
の
正
し
い
持
ち
出
し
方
に
つ
い
て
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

正
し
い
持
ち
出
し
方
法

　
ガ
ス（
中
身
）が
残
っ
て
い
る
カ
セ
ッ
ト
ボ

ン
ベ
・
ス
プ
レ
ー
缶
は
、
収
集
車
の
車
両
火

災
や
処
理
施
設
の
爆
発
事
故
の
原
因
に
な
り

ま
す
。
大
変
危
険
で
す
の
で
、
次
の
ル
ー
ル

を
必
ず
守
っ
て
持
ち
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
ガ
ス（
中
身
）を
、
必
ず
使
い
切
る
。 

②
風
通
し
の
良
い
屋
外
で
、
穴
を
開
け
る
。 

③
月
２
回
の
回
収
日
に
、
15
～
45
ℓ
の
透
明

袋
に
入
れ
て
、資
源
物
集
積
所
に
持
ち
出
す
。

飲
食
用
缶
と
は
袋
を
別
に
す
る
。

 

ど
う
し
て
も
使
い
切
れ
な
い
場
合

　
缶
の
腐
食
が
激
し
い
な
ど
の
理
由
で
、
穴

を
あ
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
中
身
を
残
し
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
よ
う
な
場
合
は
、
袋
に「
穴
を
あ
け

て
い
ま
せ
ん
」、

「
中
身
が
残
っ
て

い
ま
す
」の
よ
う

な
表
示
を
し
て

持
ち
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　
問
環
境
整
備
課
ご
み
減
量
化
推
進
室

　
☎
53
・
２
２
５
６

支障のない範囲で、「冬の節電」に協力を
　暖房などでエネルギー使用量が多くなる冬の季節。
12月から３月までの間、普段の生活・健康や経済活動
に支障のない範囲で、節電に協力をお願いします。
①重ね着をしたり、厚めのカーテンを使用したりして、
室内での暖房を控えましょう。
②不要な照明やテレビなどを消したり、家電品の省エネ
に努めたりしましょう。
詳しい節電のポイントは、経済産業省のホームページな
どを参考にしてください。
政府の節電ポータルサイト「節電 .go.jp」
     http://www.setsuden.go.jp
経済産業省ホームページ
　  http://www.meti.go.jp/setsuden/index.html

穴をあけて
いません

「楽ラク運動教室」の参加者を募集
　冬は、外出や運動する機会がほかの季節より減ってし
まいがちです。血行が良くなると、新陳代謝が高まり、
脂肪を燃焼しやすくなります。
　「楽ラク運動教室」に参加して、楽しく身体を動かして
みませんか。参加は無料、事前申し込みが必要です。
内容　家庭でできるストレッチ、ステップ運動、ロコモ
ティブシンドローム（運動器障害）予防体操

日程・会場
12月13日㈭ 日知屋公民館
12月18日㈮ 市民健康管理センター
13月12日㈫ 市民健康管理センター

時　間　午後１時30分から３時まで。
対象者　特定健診を受診した人
問いきいき健康課健康づくり係（☎内線2111）

カセットボンベ・ス
プレー缶とは
コンロ用カセットボン
ベ、ヘアスプレー、消
臭スプレー、制汗スプ
レ ー、 防 水 ス プ レ ー、
冷却スプレー、殺虫ス
プレー、塗料スプレー、
潤滑スプレーなど。

道の駅とうごう「師走のイベント情報」
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年越し用「牧水そば」
予約受付中　詳細は☞

◉ふるさと味工房
　☎68・3070

ふるさと市場
新鮮野菜・新米・椎茸・果実などが続々入荷中。
◉日時　毎週水曜日と、土・日・祝日。午前８時から午
後５時まで。
※年末は12月30日㈰まで。
物産センター詩季彩 東郷町ふるさと公社☎68・3072
◉営業時間　午前８時30分から午後６時まで。
※年末は12月30日㈰まで営業。初商は１月２日㈬から。

年越しにいかがですか？「牧水そば」予約受付中

牧水そば（１人前）＝つゆ付き 300円・つゆなし200円
予約は12月25日㈫まで。ふるさと味工房☎68・3070



問は問い合わせ先、 は申請、または申し込み先の略です。

日向市役所 ☎52・2111㈹　東郷総合支所 ☎69・2111㈹
ホームページで最新情報をチェック！ http://www.city.hyuga.miyazaki.jp/

木城町にある松尾ダム管理人
夫婦など２人を募集

　
　県はダム管理事務所に居住して働く
ことのできる管理人（夫婦など２人）を
募集しています。
◉募集概要　①所在地＝児湯郡木城町
大字中之又松尾４番８号（木城町役場
から車でおよそ40分）　②雇用方法な
ど＝業務委託により平成25年４月１
日～平成26年３月31日 ( 継続雇用可 )
③委託額＝ ２人で月額16万円程度
◉主な業務内容　毎日の気象観測、異
常気象時（地震、台風など）の通報連絡、
ダム施設の清掃、防火、防犯など。
◉応募資格　①管理事務所に居住する
ことができる夫婦など（2人）で、常時

（365日）ダムに最低一人は常駐できる
こと。②業務に支障とならない程度に
健康であること。 ③年齢不問
◉必要書類　夫婦など（2人）の履歴書
および健康診断書
◉申込方法　郵送または持参
◉申込締切　平成25年1月31日㈭必着
◉選定方法　面接（後日連絡）による。

高鍋土木事務所　〠884‒0002
児湯郡高鍋町大字北高鍋中須ノ三
3870‒1　☎0983・23・0001

放送大学で学びませんか？
平成25年度４月生募集

　放送大学はテレビの放送やインター
ネットなどで授業する通信制の大学。
働きながら学んで大学を卒業したい、
学びを楽しみたいなど、さまざまな目
的で、幅広い世代の人が学んでいます。
　下記のとおり、平成25年４月入学
生を募集しています。
◉募集学生の種類
▶教養学部＝科目履修生（６か月在学
し、希望する科目を履修）、選科履修
生（１年間在学し、希望する科目を履

は、それぞれ下のコードを読み取ると
簡単にアクセスすることができます。
ＲＵＮＴＥＳ▶

http://runnet.jp

◀スポーツエントリー
http://www.sportsentry.ne.jp

JTB スポーツステーション▶
http://jtbsports.jp

②大会リーフレットの
払込取扱票に必要事項を記入し、1月
11日㈮までに郵便局で申し込みを。
◉申込書配布場所　文化スポーツ課、
大王谷陸上競技場、サンドーム日向、
市体育センター、公立公民館など。
◉募集締切　１月11日㈮　※郵便振
込みはこの日の消印有効。ネット申込
みは決済完了のこと。
問同実行委員会事務局（文化スポーツ
課内）☎53・4791

ht tp: / /s i tes.goog le .com/s i te/
hyottokomarathon

日向ひょっとこマラソン
ボランティアスタッフ募集

　第19回日向ひょっとこマラソンは
３月10日㈰開催予定。市内外から訪
れるたくさんのランナーを支えるボラ
ンティアスタッフとして、あなたも「日
向ひょっとこマラソン」に参加してみ
ませんか？
◉業務内容　受付、案内、スタートゴ
ール整理誘導、走路観察など。
◉募集定員　中学生以上で200人程
度。18歳未満は保護者の承諾が必要。
◉申込締切　12月21日㈮まで。
◉申込方法　電話・ファックス、また
はメールで。

 同実行委員会事務局（文化スポー
ツ課内）　☎53・4791　  56・0018

marathon@hyugacity.jp

修）、全科履修生（４年以上在学し、卒
業を目指す）
▶大学院＝修士科目生（６か月在学し、
希望する科目を履修）、修士選科生（１
年間在学し、希望する科目を履修）
◉出願期間　12月1日㈯から平成25年
2月28日㈭まで。
問資料請求 〠883−8510 日向市本町
11−11　放送大学宮崎学習センター
☎53・1893（月曜、祝日休み）
願書請求無料ダイヤル
☎0120・864・600　

県立産業技術専門校高鍋校
平成25年度訓練生募集

　県立産業技術専門校高鍋校は、平成
25年度訓練生を募集しています。
◉募集科および募集人員　①建築科＝
20人、塗装科＝20人　②販売実務科

（知的障がい者が対象）＝10人
◉募集対象者　①建築科、塗装科＝中
学校を卒業した人（平成25年3月卒業
見込みの人を含む）またはこれと同等
以上の学力を有すると認められるおお
むね35歳未満の人（離転職者でも可）。
②販売実務科＝中学校を卒業した人

（平成25年3月卒業見込みの人を含む）
で療育手帳を所持している人。公共職
業安定所に求職の申し込みを行ってい
て、同所の受講指示が受けられる人。
◉訓練期間　１年間
◉願書受付期間　①建築科・塗装科＝
１月４日㈮から25日㈮まで。②販売
実務科＝12月３日㈪から21日㈮まで。
◉試験日　①建築科・塗装科＝２月
12日㈫　②販売実務科＝１月21日㈪
◉選考方法　筆記試験（国語・数学）、
職業適性検査および面接。※入校料、
授業料は不要ですが、教科書や実習服、
また傷害保険料などは実費です。
問  県立産業技術専門校高鍋校
☎0983・23・0523

くらしの情報
ひゅうが

INFORMATION

市立図書館の嘱託員として
働きませんか？

　市は、次のとおり市立図書館の嘱託
員を募集します。
◉職務内容　①図書の個人貸出および
団体貸出に伴うカウンター業務。
②蔵書管理および貸出利用などに伴う
分類、装備とパソコン処理。③図書館
行事の企画、運営。④そのほか図書館
に関する業務。
◉採用期間　平成25年４月１日から
平成26年３月31日まで（再任可）。
◉勤務時間　週29時間以内　
①超早番＝８時から16時15分まで
②早出＝８時30分から16時45分まで
③遅出＝午前10時30分から午後６時
45分まで。
◉報酬　月額＝14万６千円
◉福利厚生　健康保険、厚生年金、雇
用保険に加入。
◉募集人員　若干名
◉応募資格　次の要件をすべて満たし
ていること。①司書、学芸員、司書教
諭のいずれかの有資格者（平成25年４
月１日までに取得見込可）。②普通自
動車の免許を有している人。
◉募集期間　12月４日㈫から翌１月
４日㈮まで。※郵送の場合は、当日消
印有効。
◉提出書類　自筆履歴書（市販のＡ4
版のものを使用）、写真貼付。
◉選考方法　書類審査、小論文、面接。
問市立図書館☎54・1919 （午前９時
から午後５時まで）

日向市庁舎の在り方検討
市民委員会委員を募集

　市は、市役所庁舎の今後の在り方を
検討する「日向市庁舎の在り方検討市民
委員会」の市民公募委員を募集します。

◉任期　平成25年３月まで
◉会議の開催予定　３回程度（１回２
時間程度）
◉募集人員　４人以内
◉応募資格　市内に在住する人で、公
務員や議員でない人。
◉募集期間　12月14日㈮まで
◉応募方法　企画情報課などで配布す
る指定の応募用紙（市ホームページか
らも入手可）を、直接持参、または郵送、
ファクシミリ、メールで。
◉選任方法　書類審査により選考
◉報償費・旅費　会議出席の際は、市
の規定による報償費・旅費を支給。

企画情報課政策推進係
（☎内線2215)　  52・1455

kikaku@hyugacity.jp

初めての古文書解読講座
全３回　～参加無料～

　市内に残された史料を用いて古文書
を読み解いてみませんか？
　初めての人にわかりやすく解説しま
すので、気軽に参加してください。
◉ 日 時　 １月19日 ㈯、 ２月 ２日 ㈯、
16日㈯の全３回、午後１時30分から
３時まで。
◉場所　市立図書館多目的室
◉定員　12人程度（先着順）
◉申込方法　所定の申込書、はがき、
封書、電話、ファクシミリ、電子メー
ルのいずれかの方法で。氏名・人数・
電話番号を明記してください。

市立図書館　〠883‒0035　春原
町１―47　☎54・1919 　  54・5444

library@hyugacity.jp

第三者の立場で意見。公共事
業評価委員会委員を募集

　市は、着工から一定期間経過した公
共事業などの再評価を行っています。
　この再評価に対して第三者の立場で

意見を述べる日向市公共事業評価委員
会委員を広く市民から募集します。
◉任期　委嘱の日から２年間
◉会議の開催予定　年に１回程度（１
回３時間程度）
◉募集人員　２人程度
◉応募資格　市内に在住または勤務す
る人で、市の職員および議員でない人。
◉応募方法　所定の応募用紙で。
◉募集締切　12月28日㈮
◉選任方法　応募者が募集人員を越え
た場合は、書類審査（作文、男女比率、
年齢構成など）により選考。
◉報償費・旅費　会議出席の際は、市
の規定による報償費・旅費を支給。
問行政経営課行政経営係（☎内線2217）

日向ひょっとこマラソン
3月10日日　～参加者募集～

　
　日向ひょっとこマラソン大会は毎
年、県内外から1,700人以上のランナ
ーが出走。次のとおり参加者を募集し
ています。
◉日時　3月10日㈰、雨天決行
◉コース　お倉ヶ浜総合公園をスター
ト・ゴール
◉種目　ハーフマラソン（高校生、一
般）、５㌔（中・高校生、一般）、２㌔（小
学生、小学生親子）、ひょっとこの部（５
㌔以内で自由に折り返し。ウォーキン
グなどでも可）
◉参加料　小学生＝1,000円、中学生＝
1,500円、高校生＝2,000円、一般＝
3,000円、親子＝3,500円、ひょっとこ
の部＝1,000円（記録なし）・2,000円（記
録あり）。
◉表彰　各種目３位まで賞状・メダル、
各部門（各種目の年代別）３位までに賞
状（ひょっとこの部を除く）。
◉申込方法　次の2つのいずれかで。
①インターネット（携帯）サイト※ＱＲ
コード対応の携帯電話を持っている人

募　集
Recruit
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製造業が対象。平成24年
工業統計調査にご協力を！

　　平成24年12月31日現在で「工業統
計調査」が実施されます。調査は、製
造業を営む事業所を対象に、その活動
実態を明らかにすることが目的です。
　調査結果は、国や地方公共団体の行
政施策の重要な基礎資料、また企業、
大学などでの研究資料、学校の教材な
どに広く利用されます。調査対象の皆
さんのところに調査員がお伺いします
ので、調査へのご協力をお願いします。
問企画情報課統計係（☎内線2463）

シラスウナギ（うなぎ稚魚）の
採捕には知事の許可が必要

　平成24年12月６日から平成25年３
月21日までの間、県内の各河川では
増養殖用種苗の供給を目的としたシラ
スウナギ（うなぎの稚魚）の特別採捕が
行われます。
　シラスウナギを採捕できるのは、漁
協の組合員などで知事の許可を受け
た人であり、許可を受けていない人が
採捕すると犯罪行為として処罰されま
す。また、「うなぎ稚魚の取扱いに関
する条例」に基づく県の登録を受けず
に、全長25㌢以下のうなぎ稚魚を所
持・売買した場合なども、同じように
処罰されますので注意してください。
問県水産政策課 ☎0985・26・7146

農業委員会委員選挙人名簿
申請書は１月10日㈭までに

　選挙管理委員会は毎年１月１日現在
で、有権者の申請に基づき「農業委員
会委員選挙人名簿」を作成しています。
　次の要件のすべてに該当する人は、
１月10日㈭までに農業委員会に申請
書を提出してください。

◉申請要件　①市内に住所のある人。
②20歳以上の人（平成５年４月１日ま
でに生まれた人）。③耕作面積が10㌃
以上ある人、もしくはその人と同居の
親族または配偶者で、年間の耕作従事
日数が60日以上ある人。
※申請書は12月中旬に送付します。
12月25日㈫までに届かなかった人は、
農業委員会事務局（☎内線2363）まで
問い合わせてください。
問選挙管理委員会事務局（☎内線2232）

新コースでひょっとこ駅伝
12月16日日、10時号砲

　第１回日向ひょっとこ駅伝競走大会
（第32回日向市駅伝競走大会）は12月
16日㈰、新コースで開催。市内外か
ら60チームが出走予定です。沿道か
らたくさんの声援をお願いします。
◉コース　市役所スタート・ゴール
①小学生（男女）、女子＝不動寺折り返
し－共同調理場折り返しの９. ９㎞　
②男子（中・高校、一般、マスターズ）＝
不動寺折り返し－平岩曙区集落センタ
ー折り返しの12. ９㎞　
問市陸上競技協会 ☎52・6529（黒木）

「ひゅうが元気商品券」
有効期限は12月31日まで

　日向市口蹄疫復興対策支援事業実行
委員会が販売し完売した、10％プレ
ミアム + お楽しみ抽選付「ひゅうが元
気商品券」。商品券の有効期限は、平
成24年12月31日㈪までです。
　期限を過ぎると無効になり使用でき
なくなりますので、早めに取扱利用店
で利用してください。
　また、お楽しみ抽選で当選した券の
引換えは12月20日㈭までに。県産精
肉との交換は12月31日㈪までにお願
いします。
問日向商工会議所 ☎52・5131

「みやざき地頭鶏」
飼育を始めてみませんか？

　JA 日向は、宮崎ブランドに認証さ
れている「みやざき地頭鶏」の飼育に取
り組む新規生産者を募集しています。
　新たに生産を始める人には、JA 日
向をはじめ関係機関が飼育を指導しま
す。気軽に相談してください。
◉飼育規模・募集戸数など
・月間500羽の生産者を４戸
・月間1,000羽の生産者を２戸
◉募集締切　平成25年２月末まで。
問 JA 日向営農部地頭鶏課 ☎57・3775

須美江～北川～延岡は15日、
高鍋～都農は22日開通

　東九州自動車道の下記２区間がそれ
ぞれ開通し、供用が開始されます。

問高速道対策室
（☎内線2342）

お知らせ
Info

くらしの相談日　まずは気軽に相談してください。
人
権
相
談

◉
12
月
４
日
㈫
、
午
前
10
時
か
ら
午

後
３
時
ま
で
、市
中
央
公
民
館・美
々

津
公
民
館
・
細
島
公
民
館
、
社
会
福

祉
協
議
会
東
郷
支
所
で
。

◉
１
月
17
日
㈭
、
午
前
10
時
か
ら
午

後
３
時
ま
で
、
大
王
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
で
。

行
政
相
談

◉
12
月
４
日
㈫
、
午
前
10
時
か
ら
午

後
３
時
ま
で
、
市
中
央
公
民
館
で
。

◉
12
月
19
日
㈬
、
午
前
10
時
か
ら
午

後
３
時
ま
で
、
社
会
福
祉
協
議
会
東

郷
支
所
で
。

◉
１
月
17
日
㈭
、
午
前
10
時
か
ら
午

後
３
時
ま
で
、
大
王
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
で
。

◉
毎
月
第
２
、
第
３
金
曜
日
、
午
前

９
時
30
分
か
ら
正
午
ま
で
、
市
文
化

交
流
セ
ン
タ
ー
内
男
女
共
同
参
画
社

会
づ
く
り
推
進
ル
ー
ム「
さ
ん
ぴ
あ
」

で
も
受
付
中
。
☎
55
・
１
６
６
０

法
律
相
談（
☎
要
予
約
）

◉
12
月
19
日
㈬
、
午
前
９
時
30
分
か

ら
午
後
３
時
30
分
ま
で
、
市
中
央
公

民
館
で
。
市
民
課
市
民
相
談
係（
☎

内
線
２
１
４
０
）へ
事
前
予
約
を
。

障
が
い
者
・
難
病
者
相
談

◉
毎
週
土
曜
日
、
午
前
10
時
か
ら
正

午
ま
で
、市
障
が
い
者
セ
ン
タ
ー「
あ

い
と
ぴ
あ
」で
。
☎
52
・
５
４
３
４

介
護
保
険
の
説
明
会

◉
12
月
17
日
㈪
、
午
前
10
時
か
ら
11

時
ま
で
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
で
。

女
性
相
談

　
電
話
ま
た
は
面
接
相
談
。
月
、火
、

木
、
金
曜
日
の
午
後
１
時
か
ら
４

時
ま
で
、「
さ
ん
ぴ
あ
」で
。
☎
55
・

１
６
６
０

出
張
年
金
相
談（
完
全
予
約
制
）

◉
12
月
27
日
㈭
、
午
前
10
時
か
ら

午
後
３
時
ま
で
、
市
中
央
公
民
館

で
。
市
民
課
国
民
年
金
係（
☎
内
線

２
１
３
２
）、
ま
た
は
延
岡
年
金
事

務
所
☎
０
９
８
２
・
21
・
５
４
２
４

へ
事
前
予
約
を
。

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談（
☎
要
予
約
）

　
精
神
の
病
気
、
こ
こ
ろ
の
健
康
に

関
し
て
、
精
神
科
医
と
保
健
師
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。
事
前
予
約
が
必
要

で
す
。

◉
12
月
18
日
㈫
、
午
後
１
時
か
ら
午

後
３
時
30
分
ま
で
、日
向
保
健
所
で
。

予
約
は
☎
52
・
５
１
０
１
へ
。

中
小
企
業
の
無
料
経
営
相
談
会

　
㈶
県
産
業
支
援
財
団
の
専
門
員
が

経
営
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

◉
12
月
10
日
㈪
、
午
前
10
時
か
ら
午

後
３
時
ま
で
、
日
向
地
区
中
小
企
業

技
能
セ
ン
タ
ー
で
。
相
談
は
無
料
で

す
。
商
工
港
湾
課
商
工
振
興
係（
☎

内
線
２
６
３
６
）へ
事
前
予
約
を
。

飲酒運転根絶・地域安全運動期間！
　12月１日から「飲酒運転根絶」と「自
転車盗、万引きなど身近な犯罪防止」
の運動期間です。飲酒の機会が増え
る年末・年始は「しない させない 飲
酒運転」で飲酒運転根絶に取り組みま
しょう。また、年末は防犯に対する意
識がゆるみがちになります。家の戸締
り・車などのロックを心がけましょう。

問市民課市民相談係（☎内線2140）

10月中の交通事故件数
人　身 物　損 （　）内は

対前年比46（－４） 99（＋14）

Q. 国 民 年 金 保 険 料 が1 0年

さ か の ぼ っ て 納 め ら れ る

ようになったと聞きましたが？

Ａ．今年の10月１日から国民年

金保険料を納付できる期間

が、２年から10年に延長されました。

　平成27年９月30日までの３年間に

限定された制度で、過去10年以内に

保険料を納め忘れた期間のある人が利

用することで、年金受給の資格がなか

った人が受給できるようになったり、

将来受け取る年金の額を増やすことが

できたりするようになります。

　ただし、納めるのは古い分が優先さ

れ、申し込みをした年度から３年度

以前の期間には、当時の保険料に一定

の加算金が付くほか、すでに老齢基礎

年金を受給している人などは後納制度

の利用はできないなどの条件がありま

す。申し込み先は、年金事務所です。

詳しい制度の内容は、延岡年金事務所

☎0982・21・5424、または市民課

国民年金係に問い合わせてください。

問市民課国民年金係（☎内線2132）

くらしのはてな？に
やさしく答えます

S

▲

　５年に一度の和牛オリンピック。宮
崎牛連続日本一の快挙達成は口蹄疫か
らの再生・復興を全国にアピールし、
大きな希望と感動をもたらしてくれた。 
とろけるような宮崎牛の「スキ焼き・し
ゃぶしゃぶ」。腹一杯食ってみた～い。

H

▲

　今回被災地からの声を聞いて、いつ
の間にか「３．11」の記憶が薄れていた
ような気がします。「復興は始まったば
かりで、何も進んでいない」と厳しい言
葉が。私たちに何ができるのか、あら
ためて考えてみなければいけません。

from Editor`s room 編集後記

年末・年始にかけてのお願い
　年末から年始にかけて、救急出場や
火災出動が増加する傾向にあります。
具合が悪い場合は、昼間のうちに早め
に病院で受診するように心がけましょ
う。また、放火されないように家のま
わりには燃えやすい物を置かない、た
ばこやコンロの火の後始末には十分注
意するなど、火の用心をお願いします。

問日向市消防本部 ☎52・2840

10月中の出動件数
救　急 火　災 救　助
195 0 ２

12月の納税
固 定 資 産 税 ４期
国民健康保険税 ７期

納付期限	 12月25日㈫
口座振替	 12月25日㈫

税　目 12月 １月 ２月
市県民税 ４期
固定資産税 ４期
国民健康保険税 ７期 ８期
介護保険料1号 ７期 ８期
後期高齢者医療保険料 ６期 ７期 ８期

納税は納期内に！

①須美江～北川～延岡
（無料通行区間）
12月15日㈯、午後３時開通

②高鍋～都農
12月22日㈯、
午後３時開通
※25年３月末ま
で都農 IC を発
着する車両の同
区間料金を、最
大半額割り引く
早期開通割引が
あります。

◀25年３月
　開通予定

25年度中▶
　開通予定　
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、
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を
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・

発
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役

所
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務
部

総
務

課

︹
今
月
の
歌
の
意
味
︺

　

こ
の
広
い
天
地
に
自
分
が
踏
み
し
め
て

残
し
て
い
く
足
あ
と
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
と

し
て
、
歌
を
寂
し
く
思
っ
て
い
る
。

︹
歌
の
鑑
賞
︺

　

17
歳
か
ら
牧
水
は
歌
を
作
り
始
め
た
。

そ
の
牧
水
に
と
っ
て
歌
と
は
何
だ
っ
た

か
。「
あ
め
つ
ち
に
わ
が
残
し
行
く
あ
し

あ
と
」だ
と
言
っ
て
い
る
。

　
『
独
り
歌
へ
る
』の
自
序
に
は「
我
に
帰

っ
て
し
め
や
か
に
打
解
け
て
何
等
憚は
ば
かる

所

な
く
我
と
逢
ひ
我
と
語
る
時
は
、
実
に
誠

心
こ
め
て
歌
を
詠
ん
で
居
る
時
の
み
で
あ

る
、
そ
の
時
に
於
て
私
は
天
地
の
間
に
僅

か
に
我
が
影
を
発
見
す
る
」と
記
し
て
い

る
。

伊
藤
一
彦（
若
山
牧
水
記
念
文
学
館
長
）著

牧
水
か
る
た
百
首
鑑
賞「
命
の
砕
片
」よ
り

人のうごき平成24年11月１日現在

人　口 62,633 人 （ －15 ）
男 29,679 人 （ －5 ）
女 32,954 人 （ －10 ）

世帯数 25,166 世帯 （ －5 ）

※数値は、平成22年国勢調査をもと
に算出した推計人口（現住人口）。外国
人登録者を含む。（ ）内は、対前月比。

10月中異動
単位：人

転入 転出 出生 死亡
136 146 53 58

表紙のよこ顔

細島保育所で11月13日にあ
った津波避難訓練。地域の
人たちの協力もあり、地震
発生からおよそ７分で高台
への避難が完了。「津波が来
てもこわくないよ。何度も
何度も逃げる練習をしまし
ょうね」と小出所長は子ど
もたちに語りかけました。
いつ起こるかわからない巨
大地震。今月の特集は「津波
から逃げる」です。

あ
め
つ
ち
に
わ
が
残
し
行
く
あ
し
あ
と
の

ひ
と
つ
づ
つ
ぞ
と
歌
を
寂
び
し
む

牧
水

第
17
回
若
山
牧
水
賞
に

大お

お

ぐ

ち口
玲り

ょ

う

こ子
さ
ん

　
第
17
回
若
山
牧
水
賞
の
受
賞
者
が
、
宮

崎
市
在
住
の
歌
人「
大
口
玲
子
さ
ん（
43

歳
）」に
決
ま
り
ま
し
た
。

　
大
口
さ
ん
は
、
今
年
８
月
に
開
催
し
た

第
２
回
牧
水
・
短
歌
甲
子
園
の
審
査
委
員

を
、
昨
年
に
引
き
続
き
務
め
て
い
た
だ
く

な
ど
本
市
に
と
て
も
縁
の
あ
る
人
で
す
。

　
授
賞
式
は
、
来
年
２
月
５
日
㈫
に
宮
崎

市
で
開
か
れ
、
翌
６
日
㈬
に
は
日
向
市
で

受
賞
者
記
念
講
演
会
が
開
か
れ
ま
す
。

若
山
牧
水
賞
と
は
、
歌
人
「
若
山
牧
水
」
の
業

績
を
永
く
顕
彰
し
よ
う
と
、
短
歌
文
学
の
分
野

で
傑
出
し
た
功
績
を
挙
げ
た
人
に
贈
ら
れ
る
賞
。

「
宮
崎
県
・
宮
崎
県
教
育
委
員
会
・
宮
崎
日
日
新

聞
社
・
延
岡
市
・
日
向
市
」
で
構
成
さ
れ
る
若

山
牧
水
賞
運
営
委
員
会
が
主
催
し
て
い
る
。

受
賞
の
コ
メ
ン
ト

　

歌
人
と
し
て
ま
た
宮
崎
県
民
と
し
て
、

牧
水
賞
へ
の
大
き
な
憧
れ
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
と
て
も
光
栄
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
そ
う
そ
う
た
る
顔
ぶ
れ
の
先

輩
方
が
受
賞
さ
れ
て
い
る
の
で
、
お
知
ら

せ
を
い
た
だ
い
た
と
き
は「
私
で
い
い
の

か
な
」と
本
当
に
驚
き
ま
し
た
。

　
今
で
も
、
う
れ
し
さ
と
い
う
よ
り
不
安

の
ほ
う
が
大
き
く
、
そ
わ
そ
わ
と
不
思
議

な
気
持
ち
で
い
ま
す
。
賞
の
名
に
ふ
さ
わ

し
い
歌
人
に
な
れ
る
よ
う
、
初
心
を
忘
れ

ず
に
努
力
を
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
ぜ
避
難
し
た
か
と
問
は
れ「
子
が
大
事
」

と
答
へ
て
ま
た
誰
か
を
傷
つ
け
て

い
た
ま
し
き
も
の
の
ご
と
く
に
夫
は
言
へ

ど
か
は
ゆ
し
息
子
の
宮
崎
な
ま
り

仙
台
を
す
ぐ
に
離
れ
て
戻
ら
ざ
る
妻
を
か

ば
ひ
て
き
み
生
き
を
ら
む

受
賞
作
品
よ
り

◉受賞作品
歌集『トリサンナイタ』

（第４歌集）

昭和44年11月、東京都生まれ。
早稲田大学第一文学部卒業
◉受賞歴　平成10年、作品『ナ
ショナリズムの夕立』50首で
第44回角川短歌賞。平成11年、
歌集『海量（ハイリャン）』で第
43回現代歌人協会賞。平成15
年、歌集『東北』で第１回前川
佐美雄賞。平成18年、歌集『ひたかみ』で第２回葛原妙
子賞。
◉作家活動　平成３年「心の花」入会。歌集『海量』『東
北』『ひたかみ』

角川書店／
平成24年６月29日発行

大口玲子さんプロフィール
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